
前
年
度
の
歯

科
医
師
国
家
試

験
の
合
格
率
が

下
が
っ
た
た
め
、

あ
る
大
学
が
臨

床
実
習
を
例
年

よ
り
１
カ
月
ほ
ど
早
く
切
り
上

げ
、そ
の
時
間
を
国
試
対
策
に

割
り
当
て
た
と
い
う
話
を
聞
い

た
。学
生
の
た
め
か
、そ
れ
と

も
大
学
側
の
事
情
に
よ
る
も
の

か
、
い
ず
れ
に
し
ろ
国
試
に
受

か
ら
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
の

で
苦
肉
の
策
と
は
い
え
、当
然

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
▼
実
際

に
国
試
対
策
中
の
学
生
に
聞
く

と
「
勉
強
す
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
大
変
」と
こ
ぼ
し

て
い
た
。確
か
に
合
格
率
を
見

れ
ば
余
裕
だ
と
い
う
気
持
ち
に

は
な
れ
な
い
だ
ろ
う
。
国
試
が

大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。そ
の

よ
う
な
学
生
た
ち
は
受
か
っ
た

先
に
ど
ん
な
未
来
を
夢
見
て
い

る
の
だ
ろ
う
▼
昔
、あ
る
先
輩

先
生
が
「
頑
張
れ
ば
僕
た
ち
と

同
じ
よ
う
に
な
れ
る
よ
」と
教

え
て
く
れ
た
。学
生
だ
っ
た
私

は
憧
れ
を
持
ち
先
輩
を
見
て
い

た
。現
在
、そ
の
先
輩
の
年
齢

を
超
え
た
自
分
は
、果
た
し
て

同
じ
言
葉
を
学
生
に
か
け
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
？
▼
私
た
ち
が
後

進
の
た
め
に
で
き
る
最
も
良
い

応
援
手
段
の
１
つ
は
、私
た
ち

が
輝
い
て
い
る
こ
と
だ
。未
来

を
担
う
若
者
の
た
め
に
。（
は
）

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の

実
質
的
な
義
務
化
に
関
連
し
、

厚
生
労
働
省
は
９
月
に
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト（
以
下
、パ
ブ

コ
メ
）の
募
集
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
協
会
で
把
握

し
て
い
る
だ
け
で
も
、
Ｗ
ｅ
ｂ

と
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
合
計
す
る
と
パ
ブ

コ
メ
は
100
件
を
超
え
た
。
当
協

会
か
ら
厚
労
省
に
提
出
し
た
パ

ブ
コ
メ
の
一
部
を
３
面
に
紹
介

す
る
。

今
後
、
厚
労
省
ほ
か
関
係
省

庁
が
こ
れ
ら
パ
ブ
コ
メ
の
内
容

を
も
と
に
検
討
を
行
う
が
、
そ

の
結
果
、
原
案
が
見
直
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。「
現
場
の
声
」

が
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

厚労省に届け!!厚労省に届け!!

パブコメに託す「現場の声」

10
月
26
日
、
衆
議
院
第
二
議

員
会
館
で
「
10
・
26
秋
の
歯

科
決
起
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

会
場
、
Ｗ
ｅ
ｂ
合
わ
せ
て
約

350
人
が
参
加
し
、
国
会
議
員

16
人
が
訪
れ
た
。
協
会
か
ら

も
役
員
・
事
務
局
の
計
12
人

が
参
加
。
全
国
の
歯
科
医
師
、

ま
た
歯
科
技
工
士
や
医
療
関

係
者
か
ら
処
遇
改
善
や
健
康

オンライン請求実質的義務化 見直しの布石に

可
処
分
所
得

300
万
円
以
下
が
48
％

歯
科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト

歯
科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト 

速
報
速
報

無回答
６％

601 万円以上
　　　18％

501〜
  600 万円
　　10％

401〜
  500 万円
　　 ５％

301〜
  400 万円
　　13％

201〜300 万円
　　　19％

200 万円以内
　　　29％

昨年の可処分所得額
（総売上－経費のおおよその年額）

図１

保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
意

見
が
相
次
い
だ
。

森
元
主
税
理
事
は
、
協
会
が

実
施
し
て
い
る
歯
科
技
工
所
ア

ン
ケ
ー
ト
の
速
報
に
つ
い
て
報

告
し
、
問
題
点
と
し
て
歯
科
技

工
士
の
長
時
間
労
働
や
低
い
所

得
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

歯
科
技
工
士
が
深
刻
な
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省

が
２
０
２
２
年
に
発
表
し
た

「
令
和
２
年
衛
生
行
政
報
告
例

の
概
況
」
に
よ
る
と
、
20
年
末

の
就
業
歯
科
技
工
士
は
３
万
４

千
826
人
と
、
こ
こ
10
年
間
ほ
ぼ

横
ば
い
で
あ
る
が
、
50
歳
以
上

が
１
万
８
千
92
人
（
52
％
）

と
、
半
数
以
上
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
、
22
年
度
歯
科
技
工

士
国
家
試
験
の
合
格
者
数
は
820

人
で
、
歯
科
技
工
士
養
成
学
校

の
募
集
停
止
や
廃
校
が
相
次
い

で
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
歯
科

技
工
士
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念

が
あ
る
。

長
年
の
低
歯
科
医
療
費
政
策

に
よ
っ
て
歯
科
の
診
療
報
酬
は

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
特

に
、
歯
科
技
工
物
の
技
術
料
が

据
え
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
歯
科
技
工
所
の
収
入
は
厳

し
い
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
・

イ
ン
レ
ー
や
チ
タ
ン
冠
な
ど
が

保
険
導
入
さ
れ
て
は
き
た

が
、
設
備
に
多
額
の
費
用
が
か

か
り
、
導
入
で
き
な
い
技
工
所

も
多
い
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
協
会
は

現
状
を
改
め
て
把
握
す
る
た

め
、
20
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
続
き
23
年
９
月
か
ら
10
月
に

か
け
、
東
京
都
内
に
所
在
す
る

歯
科
技
工
所
に
対
し
「
歯
科
技

工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
、
263
件
（
回
収
率
16
・
４

％
）
か
ら
回
答
を
得
た
。

開
設
者
の
年
代
は
60
代
が
最

も
多
く
、
次
い
で
50
代
と
な
っ

た
。
昨
年
の
可
処
分
所
得
額

（
総
売
上
か
ら
経
費
を
差
し
引

い
た
お
お
よ
そ
の
年
額
）
は
、

200
万
円
以
内
が
29
％
、
201
万
円

〜
300
万
円
が
19
％
と
な
り
、
約

半
数
が
300
万
円
以
下
で
あ
っ

た
。
歯
科
技
工
所
の
閉
所
を
考

え
た
こ
と
が
「
あ
る
」
と
の
回

答
は
50
％
で
、
閉
所
を
考
え
る

理
由
と
し
て
「
採
算
が
合
わ
な

い
」
が
最
も
多
く
（
61
％
）、

低
価
格
で
の
技
工
物
の
提
供
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
が

窺
え
る
。

今
後
望
む
保
険
制
度
の
方
向

を
聞
く
と
、「
保
険
請
求
の
技

工
所
直
接
請
求
」
が
57
％
と
最

も
多
く
、「
国
に
直
接
請
求
で

き
れ
ば
技
工
料
で
苦
労
し
な

い
」「
技
工
所
直
接
請
求
と
い

う
根
本
的
な
解
決
し
か
技
工
士

を
救
え
な
い
」
な
ど
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

今
回
は
速
報
と
し
て
集
計
結

果
を
掲
載
し
た
。今
後
さ
ら
に

集
計
と
分
析
を
進
め
、歯
科
技

工
所
の
深
刻
な
状
況
の
解
決
に

向
け
た
議
論
を
深
め
る
と
と
も

に
、国
会
議
員
や
行
政
な
ど
へ

の
要
請
活
動
に
活
か
し
て
い
く
。

現
在
ま
で
の
速
報
の
全
文
、文

中
の
デ
ー
タ
詳
細
は
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

【速報】
歯科技工所
アンケート

東京歯科保険医協会は設立東京歯科保険医協会は設立5050周年を迎えました周年を迎えました

News　View

〝２つの署名〟にご協力を

マイナ保険証トラブルで
「診療を妨げるようなことは…」

２

物価高騰に対する支援金 各自治体で続々

会員寄稿「声」／駒形 葵

３

経営・税務相談Q＆A　No.410
求人会社との契約内容にご注意を！
～トラブルが多発しています～

４

interview
歯科技工は 「患者さんの人生を担う」
石川 功和（東京都歯科技工士会 会長）

６

11

「現行の保険証を残してください」
署名ポスターキャンペーン

～先生の一歩につなぐ～
私の歯科訪問診療 第３回

教えて！会長!!Vol.76
日弁連の10・６「決議」

「いのちまもる10・19総行動」に
約3,000人参加

10・26秋の歯科歯科決起集会

（
右
記
事
参
照
）。「
歯
科
医
師

と
歯
科
技
工
士
が
少
な
い
パ
イ

を
取
り
合
っ
て
も
仕
方
が
な

い
。
一
致
団
結
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
国
民
を
巻
き
込
む
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と

力
を
込
め
た
。

中
川
勝
洋
元
会
長
が
逝
去
10
月
28
日
朝
、
東
京
歯
科
保

険
医
協
会
元
会
長
の
中
川
勝
洋

氏
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享

年
80
歳
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

会
員
お
よ
び
関
係
各
位
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

中
川
元
会
長
は
、
１
９
６
７

年
東
京
歯
科
大
学
歯
学
部
卒

業
、
67
年
桜
田
歯
科
診
療
所
開

設
、
81
年
東
京
歯
科
保
険
医
協

会
理
事
、
昭
和
大
学
医
学
部
医

学
博
士
授
与
。
93
年
５
月
か
ら

協
会
副
会
長
を
務
め
、
03
年
の

第
31
回
定
期
総
会
で
第
３
代
会

長
に
選
出
さ
れ
、
11
年
の
第
39

回
定
期
総
会
ま
で
、
８
年
間
に

わ
た
り
会
長
を
務
め
ま
し
た
。

以
降
は
協
会
理
事
を
務
め
ま

し
た
が
、
22
年
６
月
19
日
の
第

50
回
定
期
総
会
で
勇
退
さ

れ
、
顧
問
を
務
め
て
い
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
理
事
な
ど
の
要
職

も
歴
任
し
て
い
ま
し
た
。

任
期
中
に
は
、
会
務
は
も
と

よ
り
診
療
報
酬
改
定
時
に
は
特

に
政
官
界
に
対
し
、
要
請
・
懇

談
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

訃報

集会に駆け付けた全国の医師・歯科医師（左）と発表する森元主税理事（右）

７

８

（ 1） 第６４４号 ２０２３年（令和５年）11月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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費 に 含 ま れ て い ま す）



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
を
一
体
化
し
た
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
に
つ
い
て
、
患

者
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
負
担

す
る
金
額
が
間
違
っ
て
表
示
さ

れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い

る
。
保
団
連
調
査
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
39
都
道
府
県
374
市
区
長

村
で
、
誤
表
示
が
確
認
さ
れ
た

医
療
機
関
は
978
カ
所
に
上
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。

９
月
29
日
の
厚
労
省
の
社
保

審
医
療
保
険
部
会
で
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
が
８
月
は

４
・
７
％
に
と
ど
ま
り
、
４
カ

月
連
続
で
下
が
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
来
年
秋

に
健
康
保
険
証
の
廃
止
と
し
た

が
、
相
次
ぐ
問
題
で
利
用
が
広

が
っ
て
い
な
い
の
が
実
態
だ
。

河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
相
は
10

月
17
日
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
対

応
し
た
医
療
機
関
を
対
象
に
、

事
務
負
担
の
軽
減
策
を
実
施
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、

ま
だ
、
具
体
的
な
問
題
解
決
策

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
政
府
は
マ
イ
ナ
保
険

証
で
相
次
ぐ
ト
ラ
ブ
ル
が
続
く

中
、
意
識
不
明
の
状
態
で
病
院

へ
搬
送
さ
れ
た
際
の
治
療

に
、
同
意
な
く
医
療
情
報
を
閲

覧
で
き
る
こ
と
に
す
る
方
針
を

固
め
た
こ
と
も
報
道
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
確
認
さ
れ
て

い
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題
に

は
、
別
人
の
情
報
が
ひ
も
付
け

さ
れ
て
い
る
問
題
も
発
覚
し
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
誤
登
録
の
問

題
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
進
め

て
し
ま
う
こ
と
は
、
医
療
情
報

の
取
り
違
え
な
ど
、
生
命
に
関

わ
る
重
大
な
問
題
が
起
き
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
２
０
２

４
年
10
月
に
も
救
急
時
に
医
療

情
報
の
閲
覧
を
導
入
す
る
方
向

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
誤

表
示
の
問
題
件
数
が
拡
大
し
て

い
く
中
、
政
府
に
は
拙
速
な
対

応
で
は
な
く
、
慎
重
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

多くの署名集める先生に聞く

　マイナ保険証トラブルでマイナ保険証トラブルで
　　「診療を妨げるようなことは…」　　「診療を妨げるようなことは…」

駅
前
か
ら
続
く
緑
豊
か
な
並

木
道
に
診
療
所
を
構
え
る
ベ
テ

ラ
ン
の
先
生
。「
使
う
機
会
が

な
い
」
た
め
、
高
齢
患
者
の
多

く
が
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
「
申
請

す
ら
し
て
い
な
い
」
と
教
え
て

く
れ
た
。

先
生
自
身
も
ネ
ッ
ト
回
線
な

ど
の
問
題
で
苦
労
の
末
に
オ
ン

各位                                  2023年
11月吉日

ココロロナナ禍禍やや物物価価高高騰騰にに直直面面しし厳厳ししいい状状況況のの中中、、オオンンラライインン資資格格確確認認シシスステテムムややオオンンラライインン請請求求

のの義義務務化化ななどどにによよりり、、医医療療機機関関はは大大ききなな負負担担をを強強いいらられれてていいまますす。。22002244 年年度度のの診診療療報報酬酬改改定定でで 

大大幅幅なな診診療療報報酬酬のの引引きき上上げげがが実実現現ししななけけれればば、、ささららにに医医療療現現場場はは疲疲弊弊ししまますす。。そそここでで、、先先生生方方  

かからら現現場場のの声声ををいいたただだきき、、政政府府、、国国会会にに届届けけたたいいとと思思いいまますす。。 

 つつききままししててはは、、下下記記署署名名欄欄ににごご住住所所、、医医療療機機関関名名、、おお名名前前ををごご記記入入（（ゴゴムム印印ででもも結結構構でですす))   

いいたただだきき FFAAXXににててごご返返信信いいたただだくくかか、、右右下下ののＱＱＲＲココーードドよよりりＷＷＥＥＢＢ署署名名ををおお願願いいししまますす。。 
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締締切切：：1111 月月 2299日日((水水)) 東東京京歯歯科科保保険険医医協協会会 会会長長 坪坪田田 有有史史 

内閣総理大臣 殿

厚生労働大臣 殿

財務大臣 殿

国会議員 各位   

すべての医療機関を守るため

診療報酬の大幅引き上げを求める医師・歯科医師要請署名

長年の低医療費政策の下で診療報酬のマイナス改定が繰り返され、疲弊していた医療現場

は、コロナ禍に直面し、さらに厳しい状況に晒されています。加えて、2022年
の物価は「前

年比３％上昇」「41年ぶりの伸び」と報じられ、2023年
も上昇し続けています。感染症対策

等による経費増、医療材料をはじめとするあらゆる物品コストの上昇で、値上がり分を価格

転嫁できない保険医療機関は、非常に厳しい経営を強いられています。

また、診療報酬が低く据え置かれている現状では、物価高騰に見合った賃金の引上げは到

底不可能であり、医療現場の人手不足、労働環境の悪化に拍車をかけています。

国民皆保険制度の下、公的医療を提供する医療機関の経営を守り、国民が安全・安心の医

療を受けられる体制を維持することは国の責務です。

医療提供体制を物的・人的双方の面で確保するためには、初・再診料や入院基本料等の基

本診療料を中心に、診療報酬を大幅に引き上げることが必要です。

また、物価高騰は国民生活を困窮させ、高すぎる患者窓口負担によって受診抑制を招いて

います。必要な医療が受けられるよう、患者窓口負担を軽減すべきです。

私たち医師・歯科医師は、以下の事項を要望いたします。

記記 

一一 基基本本診診療療料料をを中中心心にに、、診診療療報報酬酬をを大大幅幅にに引引きき上上げげるるこことと 

一一 国国民民のの健健康康をを守守るるたためめ、、患患者者窓窓口口負負担担をを軽軽減減すするるこことと 
以以上上 

 

 

 

 
 

住住   所所：： 

医医療療機機関関名名：： 

氏氏   名名：： 

私の一言

WEB署名はこちらから

　図 1：行政へ提出する２つの署名
　　（左：診療報酬引き上げ<本紙13面>、右：保険証の存続を<本紙8面>）

図２：保険証存続を求
める署名用紙
　送付申込QR

▼
経
費
増
加
で
経
営
深
刻
化

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
が
行
っ
た
「
コ
ロ

ナ
禍
４
年
目
の
診
療
現
場
の
実

態
・
意
識
調
査
」（
実
施
期
間

２
０
２
３
年
４
〜
5
月
／
回
答

数
２
千
887
件
）
で
は
、
歯
科
医

療
機
関
の
経
営
収
支
に
つ
い
て

「
苦
し
い
」
お
よ
び
「
非
常
に

苦
し
い
」
と
の
回
答
が
42
・
５

％
を
占
め
て
お
り
、
歯
科
の
経

営
の
厳
し
さ
が
改
め
て
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
感

染
対
策
の
経
費
増
」
お
よ
び

「
経
費
全
般
の
増
加
」
と
の
回

答
が
36
・
４
％
と
な
っ
て
お

り
、
経
費
の
増
加
が
経
営
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
経
営

を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
も
、
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
は
、
喫
緊

の
課
題
だ
。
特
に
、
年
末
に
決

定
さ
れ
る
次
期
診
療
報
酬
の
改

定
率
を
、
大
幅
に
プ
ラ
ス
に
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

▼
２
つ
の
署
名
を

協
会
で
は
、
診
療
報
酬
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
署
名
を
集
め

て
お
り
、
10
月
20
日
に
開
会
し

た
臨
時
国
会
で
国
会
議
員
に
提

出
す
る
な
ど
、
診
療
報
酬
の
引

き
上
げ
の
要
請
を
行
っ
て
い

る
。
署
名
用
紙
を
同
封
し
て
い

る
の
で
、
11
月
29
日
ま
で
に
ぜ

ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

協
会
経
営
管
理
部
の
相
馬
基

逸
部
長
は
９
月
26
日
、
発
足
間

も
な
い
第
３
次
岸
田
内
閣
の
武

見
敬
三
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
に

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入

に
係
る
補
助
金
は
、
猶
予
期
間

の
期
限
に
関
わ
り
な
く
希
望
す

    
〝〝
２２
つ
の
署
名
〞
に
ご
協
力
を

つ
の
署
名
〞
に
ご
協
力
を

（
図
１
参
照
）。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
す
る
問

オン資補助金オン資補助金
申請期限延長を申請期限延長を
厚労大臣あてに
「要請書」提出

る
す
べ
て
の
医
療
機
関
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
」
を
趣
旨
と
す

る
要
請
書
を
提
出
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
あ
た
り
、
猶
予

届
を
提
出
し
た
医
療
機
関
の
う

ち
、
来
年
４
月
末
ま
で
に
工
事

が
完
了
し
な
い
こ
と
を
理
由
と

す
る
医
療
機
関
が
、
補
助
金
を

申
請
す
る
場
合
の
期
限
が
、
９

月
末
ま
で
と
さ
れ
た
件
に
つ
い

て
、
協
会
に
は
会
員
か
ら
「
業

者
の
都
合
で
設
置
が
遅
れ
、
申

請
が
間
に
合
わ
な
い
」
と
い
う

相
談
が
、
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。今

回
の
要
請
書
は
、
こ
の
よ

う
な
事
態
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
歯

科
医
院
に
対
し
て
は
、
期
限
に

関
わ
ら
ず
補
助
金
を
給
付
す
べ

き
と
の
観
点
か
ら
取
り
ま
と

め
、
武
見
大
臣
に
提
出
す
る
に

至
っ
た
も
の
。

オ
ン
資
導
入
に
あ
た
っ
て
は

「
手
間
が
減
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
か
え
っ
て
窓
口
対
応
が

増
え
て
し
ま
っ
た
」「
シ
ス
テ

ム
が
停
止
し
、
診
療
中
に
対
応

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
」「
補
助
金
以
上
に
、
導
入

費
が
か
か
っ
た
」「
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
に
十
分
な
手
当
が
な

い
」「
政
策
に
協
力
し
た
は
ず

な
の
に
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
て
困
っ
て
い
る
」
な
ど
の

苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。医

療
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化

の
潮
流
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と

と
は
い
え
る
が
、
オ
ン
資
確
認

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
未
だ

に
拙
速
な
導
入
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
後
を
絶
た
な
い
。
協
会
で

は
引
き
続
き
こ
の
問
題
に
対
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
も
の
の
、〝
マ
イ
ナ

保
険
証
〞
を
持
参
す
る
患
者
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
う
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
、

先
生
が
最
も
懸
念
す
る
の
は
患

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
。
過
去
に
マ

イ
ナ
保
険
証
の
読
み
取
り
が
う

ま
く
い
か
ず
、
患
者
さ
ん
を
待待合室に配置された署名セット

  また、 オンライン資格確認で

未だ収拾を見ない誤表示問題未だ収拾を見ない誤表示問題

保険証と異なる負担割合が!!保険証と異なる負担割合が!!
た
せ
て
し
ま
い
ト
ラ
ブ
ル
に
な

っ
た
と
い
う
。「
健
康
保
険
証

さ
え
あ
れ
ば
安
心
し
て
診
療
に

向
き
合
え
る
」
と
、
健
康
保
険

証
の
存
続
を
望
ん
で
い
る
。

別
の
先
生
の
診
療
所
に
足
を

運
ん
だ
。
扉
を
開
け
る
と
、
協

会
が
作
成
し
た
「〝
や
っ
ぱ
り

キ
ミ
が
必
要
だ
〞
健
康
保
険

証
」
ポ
ス
タ
ー
が
真
っ
先
に
目

に
留
ま
る
。
聞
け
ば
、
カ
ウ
ン

タ
ー
に
は
署
名
用
紙
を
挟
む
バ

イ
ン
ダ
ー
を
常
備
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ

ん
に
案
内
し
、
同
意
の
上
で
署

名
し
て
も
ら
う
ス
タ
イ
ル
だ
。

積
極
的
な
声
か
け
も
、「
断

ら
れ
た
の
は
３
、
４
人
」
と
い

い
、
す
で
に
そ
の
数
十
倍
に
も

な
る
署
名
を
集
め
た
。「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く

報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
健
康
保
険
証
廃
止
の
問
題

点
が
患
者
さ
ん
に
理
解
さ
れ
や

す
い
。
老
若
男
女
問
わ
ず
、
署

名
し
て
く
れ
る
」
と
話
し
た
。

　
「（
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ

ル
に
よ
っ
て
）
診
療
を
妨
げ
る

よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
ほ
し
く

な
い
」
―
。
力
強
い
眼
差
し
が

印
象
的
だ
っ
た
。

「
歯
科
保
険
医
の
経
営
・
生

活
な
ら
び
に
権
利
を
守
り
、
国

民
の
歯
科
医
療
と
健
康
の
充
実

お
よ
び
向
上
を
は
か
る
こ

と
」
―
。
こ
れ
が
協
会
が
設
立

さ
れ
た
目
的
だ
。
熱
心
な
先
生

た
ち
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、

協
会
は
健
康
保
険
証
の
存
続
に

向
け
て
歯
科
保
険
医
、
そ
し
て

国
民
の
た
め
に
声
を
あ
げ
続
け

る
（
関
連
記
事
７
面
）。

健康保険証の存続を―。
　協会の事務所には毎日、想いが込められた請
願署名が届く。「患者さんも医療機関も混乱す
るので健康保険証を残して」。診療の合間を縫
って積極的に動く現場の先生たちの姿が、たく
ましく映る。
　家族、患者さん、友
人、知人…。何筆もの
署名を届けてくれる
先生を訪ねた―。

診
療
報
酬
引
き
上
げ
と

診
療
報
酬
引
き
上
げ
と

保
険
証
存
続
を
行
政
に

保
険
証
存
続
を
行
政
に

題
を
踏
ま
え
て
、
健
康
保
険
証

の
存
続
を
求
め
る
請
願
署
名
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
同
時
に

要
請
を
行
う
。

健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め

る
署
名
用
紙
が
お
手
元
に
あ
る

方
は
、
11
月
22
日
ま
で
に
ご
返

送
を
お
願
い
し
た
い
。

当
該
の
署
名
用
紙
を
希
望
の

方
は
、
協
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
（
電
話
０
３
―
３
２
０

５
―
２
９
９
９
）。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申

し
込
み
は
、
図
２
の
Ｑ
Ｒ
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

訪
問
診
療
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

モ
バ
イ
ル
端
末
を
利
用
し
た
運
用
に

10
月
11
日
、
18
日
に
開
催
さ

れ
た
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
（
以
下
、
中
医
協
）
に
お
い

て
、
訪
問
診
療
に
お
け
る
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
仕
組
み
が

示
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
患
者
宅
に
お

い
て
、
医
療
機
関
が
持
参
し
た

読
み
取
り
機
能
付
き
の
モ
バ
イ

ル
端
末
で
「
マ
イ
ナ
在
宅
受
付

Ｗ
ｅ
ｂ
」
を
経
由
し
、「
資
格

情
報
・
薬
剤
情
報
等
」
の
取
得

を
行
う
（
図
１
）。

ま
た
、
訪
問
診
療
で
は
、

「
患
者
の
〝
な
り
す
ま
し
〞
の

リ
ス
ク
が
低
い
」
こ
と
か
ら
、

２
回
目
以
降
の
訪
問
時
に

は
、
本
年
12
月
か
ら
実
装
さ
れ

る
予
定
の
「
再
照
会
機
能
」

（
初
回
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利

用
し
て
得
た
資
格
情
報
を
用
い

て
最
新
の
資
格
情
報
を
紹
介・

取
得
で
き
る
機
能
）
を
活
用
し

た
資
格
確
認
が
行
え
る
こ
と
に

な
る
。

医
療
機
関
が
モ
バ
イ
ル
端
末

を
購
入
す
る
際
に
必
要
と
な
る

費
用
へ
の
補
助
金
は
、
表
１
の

通
り
。
具
体
的
な
申
請
方
法
、

申
請
期
日
な
ど
に
つ
い
て
は
後

日
、
改
め
て
示
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

①医療機関のモバイル端末でマイナ在宅受付Webへアクセス
②患者にモバイル端末上で薬剤情報等の提供同意の有無を確認
③マイナポータルに遷移し、患者に暗証番号を入力してもらう
④暗証番号入力後、モバイル端末にマイナンバーカードをかざす
⑤患者の資格情報を取得

①医療機関のモバイル端末でマイナ在宅受付Webへアクセス

マイナポータル

 薬剤情報等の同意②

①医療機関のモバイル端末でマイナ在宅受付Webへアクセス

④
資格情報の

取得

⑤

③
暗証番号を入力

図１：訪問診療におけるオンライン
　　   資格確認システムのイメージ

マイナ在宅受付Web

①

表１：補助金額の概要

補助率 補助限度額
（訪問診療・訪問服薬指導等）

病院 １／２ 41.1万円
事業額上限82.2万円

大型チェーン薬局 １／２ 8.5万円
事業額上限17.1万円

診療所・薬局 ３／４ 12.8万円
事業額上限17.1万円

（ 2）第６４４号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）１１月１日 （第三種郵便物認可）
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東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（ 3） 第６４４号 ２０２３年（令和５年）11月１日（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

新
規
開
業
医
講
習
会

　

新
規
指
導
通
知
が
来
る
前
に
―

　

保
険
診
療
の
ル
ー
ル
か
ら
指
導
ま
で
を
学
ぶ

　

第
38
回
保
団
連

　

医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

10
月
８
、
９
日
の
２
日
間
、

千
代
田
区
平
河
町
の
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
で
「
い
の
ち
と
暮

ら
し
を
支
え
る
医
療
〜
臨
床
の

現
場
か
ら
の
発
信
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
（
保
団
連
）
主
催
で
第
38
回

保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
診
療
現
場
の

実
態
め
ぐ
り
報
告

１
日
目
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
４

年
目
の
診
療
現
場
の
実
態
・
意

識
調
査
」
の
全
国
共
同
調
査
結

果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
所
長
・
京
都
大
学
名
誉
教

授
の
山
極
壽
一
氏
が
「
人
間
の

本
質
と
コ
ロ
ナ
後
の
未
来
」
と

題
し
た
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

分
科
会
で
協
会
の

橋
本

・
川
本
両
理
事
が
発
表

２
日
目
の
分
科
会
・
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
当
協
会

の
理
事
２
名
が
発
表
を
行
っ

た
。
橋
本
健
一
理
事
は
、「
子

ど
も
医
療
費
の
助
成
制
度
実
施

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
経
済
的
な
理
由

で
窓
口
負
担
を
撤
廃
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
自
治
体
の
現
状
を

紹
介
し
た
。
会
場
か
ら
は
議
会

な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
求
め
る

意
見
が
上
が
っ
た
。

一
方
、
川
本
弘
理
事
は
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
導
入
後
の
ト
ラ
ブ
ル
事

例
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
し
た
。

「
国
民
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
健
康
保

険
証
の
存
在
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
」
と
改
め
て
健
康
保
険
証

の
廃
止
方
針
を
撤
回
す
べ
き
と

強
調
し
た
。

そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、「
認
知
症
に
向
き
合
う
医

療
〜
予
防
と
共
生
に
向
け
て

〜
」
を
テ
ー
マ
に
独
立
行
政
法

人
国
立
病
院
機
構
東
京
医
療
セ

ン
タ
ー
聴
覚
・
平
衡
覚
研
究
部

　　前田 茂先生　生協王子歯科（北区） 

１日目は、この４年間での感染対策など繁
雑化した業務と費用増、スタッフ不足、患者
減などによる医療機関の困難解消が報告さ
れ、国の対応が必要であると思いました。ま
た、霊長類学者の山極壽一先生の講演では、
人類が第２のノマド時代となって成熟でき
るかの瀬戸際にあることが理解できまし
た。
２日目は、歯科診療の現場からの報告で、

自院を見直すヒントが得られ、シンポジウ
ムを通して地域、聴覚機能、口腔から認知症
に向き合うことを学びました。
　全体として、視野が広がる機会となり、充
実したフォーラムでした。

参加者の声

  訪問時の悩みを解消
 歯科訪問診療懇談会

９
月
25
日
、
協
会
会
議
室
で

歯
科
訪
問
診
療
懇
談
会
を
開
催

し
た
。
こ
の
懇
談
会
は
、
６
月

と
９
月
に
開
催
し
た
「
こ
れ
か

ら
始
め
る
歯
科
訪
問
診
療
講
習

会
」
で
は
対
応
し
き
れ
な
か
っ

た
具
体
的
な
不
安
を
払
拭
す
る

た
め
に
開
催
し
た
も
の
。
本
懇

談
会
に
は
６
名
の
会
員
が
参
加

し
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ

ら
れ
た
悩
み
な
ど
を
中
心
に
懇

談
し
た
。

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多
か
っ

た
文
書
提
供
の
方
法
や
患
者
へ

の
指
導
方
法
、
介
護
職
員
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
、
本
橋
昌
宏

副
会
長
、
池
川
裕
子
理
事
が
解

説
。
そ
の
後
、「
訪
問
診
療
を

求
め
て
い
る
患
者
を
ど
の
よ
う

に
見
つ
け
た
ら
良
い
の
か
」

「
自
転
車
で
訪
問
診
療
に
行
く

際
は
ど
れ
く
ら
い
が
妥
当
な
範

囲
な
の
か
」「
外
来
と
訪
問
を

両
立
し
て
い
る
先
生
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
い
ろ
い
ろ
な
方
の
率
直
な
ご

意
見
が
聞
け
て
、
と
て
も
参
考

に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
、
歯
科
訪
問
診
療
に
対
す

る
不
安
の
解
消
に
役
立
つ
懇
談

に
な
っ
た
。

地
域
医
療
部
で
は
、
一
人
で

も
多
く
の
会
員
が
、
歯
科
訪
問

診
療
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。
本
懇
談

会
も
そ
の
活
動
の
一
つ
。
本
紙

８
面
に
は
、
こ
れ
か
ら
訪
問
診

療
を
始
め
る
先
生
に
向
け
た
コ

ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
一
読
い
た
だ
き

た
い
。

池川裕子理事の説明に耳を傾ける参加者池川裕子理事の説明に耳を傾ける参加者

10
月
も
「
新
規
指
導
の
通
知

が
届
い
た
」
と
い
う
相
談
が
協

会
に
寄
せ
ら
れ
た
。

協
会
で
は
、
新
規
指
導
の
通

知
が
届
い
て
も
慌
て
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
保
険
診
療
の
ル
ー

聴
覚
障
害
研
究
室
室
長
の
神
﨑

晶
氏
、
脳
神
経
外
科
指
導
医
・

坂
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
宮
城
県
認

知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長
の

今
田
隆
一
氏
、
九
州
大
学
大
学

院
歯
学
研
究
院
准
教
授
の
武
洲

氏
が
登
壇
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
か
ら
認
知
症
の
予
防
と
対

応
、
共
生
に
向
け
た
課
題
に
つ

い
て
討
論
が
行
わ
れ
た
。

２
日
間
に
わ
た
る
医
療
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。
な
お
、
次
回
は

来
年
秋
、
愛
媛
県
で
開
催
予

定
。

①社会保険診療報酬支払基金が公表しているレセプト請求形態別の請求状況では、７月末現在で東京都の歯科におい
　て、光ディスク等の電子媒体と紙レセプトで請求している医療機関は、68.9％となっており、オンラインで請求をして
　いる医療機関は７月末現在で31％に過ぎない。オンライン資格確認システムでも様々なトラブルが起きており、未だ
　にその解決がされていない中で、オンライン請求も一斉に施行されることになれば、さらなるトラブルが重なり、歯科
　の現場は大混乱に陥ることになる。また、現行の運用に何ら問題がないにも関わらず、診療報酬の請求方法を一つに限
　定する実質的な義務化の強要は、さらに歯科医療機関を混乱に招くことになる。診療報酬の請求ができないとなれば、
　地域医療の崩壊を加速させ、医療提供に影響を及ぼす可能性もある。最終的には、患者・国民にも波及しかねない。３月
　にロードマップが提案されてから、「裁量権のない強制的な義務化は閉院を意味する」、「一方的な押し付けには断固反
　対する」など、義務化の撤回を求める声や裁量の自由を求める声がたくさんある。現場をあずかる医療機関側には全く
　裁量権を与えない強制的な義務化の動きには強く反対したい。

②費用が捻出できない、工事が間に合わないなどの理由でオンライン請求を断念した医院もある。これらを置き去り
　にしようというのか。

③光ディスク等の電子媒体と紙レセプトで請求している医療機関は、68.9％となっている。これらの診療所では、まだ
　レセコンのリースが残っている医療機関もある。やっと、オンライン資格確認のシステムが完了したばかりの医療機
　関もある。電気代等の経費があがり、家賃や従業員への支払いも貯金を崩さなければならない医療機関もある。いろい
　ろな諸事情を抱えながら、歯科医療にだけはしわ寄せがいかないようにと努力している。そんな事情を何も考慮せず、
　すべてにオンライン請求を義務化する政府のやり方は、弱者への配慮がなく、再検討をすべきである。

④オンライン請求システムは、現場の導入後の費用や機器の管理などに不安がある。歯科においては、小規模施設が多
　く、義務化すればその影響は大きい。現行の制度で問題なく運用できている歯科医療機関は、届出等を求めることな
　く、現行制度のまま請求を続けられるように認めるべきだ。そもそも今回のオンライン請求義務化については、ビッグ
　データの収集に国民や医療機関を総動員させるためのオンライン化である。その点が十分に理解を得ていないだけ
　でなく、現状の課題とＤＸがもたらす効果が未知数である。もっと私たちの声に耳を傾けて、原則義務化の方針を撤回
　すべきだ。

物価高騰に対する支援金物価高騰に対する支援金
各自治体で続々各自治体で続々

協
会
が
東
京
都
内
の
各
自
治

体
に
対
し
て
行
っ
た
物
価
高
騰

対
策
の
要
望
が
、
少
し
ず
つ
実

り
、
色
づ
き
始
め
て
い
る
。

東
京
都
と
は
別
に
独
自
の

支
援
策
を
行
う
自
治
体
も

東
京
都
は
「
東
京
都
医
療
機

関
等
物
価
高
騰
緊
急
対
策
支
援

金
」
と
し
て
、
歯
科
診
療
所
の

施
設
ご
と
に
１
万
円
の
給
付
を

行
っ
た
。
そ
れ
と
は
別
に
、
文

京
区
や
青
梅
市
、
日
野
市
な
ど

で
は
、
自
治
体
内
に
所
在
地
を

有
す
る
歯
科
診
療
所
に
対
し
、

10
万
円
の
物
価
高
騰
対
策
支
援

を
独
自
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の

他
に
も
、
協
会
の
要
望
に
対
し

て
、
支
援
策
の
具
体
化
を
図
る

自
治
体
も
出
始
め
て
い
る
。

協
会
は
今
後
も
引
き
続
き
、

物
価
高
騰
対
策
支
援
に
対
す
る

取
り
組
み
な
ど
の
情
報
収
集
を

行
い
、
必
要
な
対
応
を
図
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

も
診
療
報
酬
が
増
え
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
苦
し
い

状
況
が
続
く
保
険
医
療
機
関
に

対
す
る
支
援
は
、
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
あ
る
。

協会が提出したパブリック・コメント ４件（１面から続く）

会員寄稿 「声」

最適な歯科医療を求めて

～理工学の門叩く～

駒形 葵（こまがた・あおい）／文京区

私
は
、
大
学
卒
業
前
に
進
路

を
選
択
す
る
際
、
自
身
が
難
症

例
患
者
と
し
て
長
期
の
矯
正
治

療
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
、
矯

正
医
と
し
て
患
者
さ
ん
に
知
識

と
技
術
を
提
供
し
て
い
る
自
分

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
矯
正
医
の
道

を
選
び
ま
し
た
。　
　
　
　
　

◆
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で

矯
正
歯
科
治
療
を
担
当

日
本
矯
正
歯
科
学
会
の
認
定

医
を
取
得
し
た
後
、
大
学
を
離

れ
、
今
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

矯
正
歯
科
治
療
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
。
大
学
在
籍
中
は
、
認
定
医

の
取
得
を
目
標
に
、
多
く
の
症

例
を
通
し
て
臨
床
経
験
を
積
ん

で
参
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

◆
理
工
学
的
知
識
を
求
め

大
学
院
入
学
へ

１
つ
目
の
目
標
に
到
達
し
、

ま
ず
は
省
察
を
行
い
、
今
の
自

分
に
足
り
な
い
も
の
は
理
工
学

的
知
識
で
あ
る
と
分
析
し
ま
し

た
。今

ま
で
は
臨
床
に
重
き
を
置

い
た
分
、
手
薄
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
分
野
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

て
、
個
々
の
症
例
に
最
適
な
材

料
を
選
択
し
、
す
べ
て
の
面
で

手
厚
い
診
療
を
提
供
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
次
な
る
目
標
を

大
学
院
に
入
学
し
理
工
学
の
分

野
の
研
究
で
学
位
を
取
得
す
る

こ
と
に
決
め
た
の
で
す
。
決
断

す
る
に
あ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の

天
文
学
者
、
マ
リ
ア
・
ミ
ッ
チ

ェ
ル
の
「
一
生
勉
強
！
」
と
い

う
言
葉
が
背
中
を
押
し
て
く
れ

ま
し
た
。

昨
今
で
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
を
利
用
し
た
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス

矯
正
な
ど
新
し
い
治
療
法
が
確

立
さ
れ
て
お
り
、
矯
正
の
分
野

は
私
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す

る
こ
と
に
満
ち
て
い
ま
す
。

来
年
４
月
か
ら
研
究
と
臨
床

の
両
翼
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な

が
ら
、
こ
の
魅
力
的
な
世
界
を

飛
び
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

協会の要望活動が実り始める

ル
な
ど
の
知
識
を
深
め

ら
れ
る
新
規
開
業
医
講

習
会
を
開
催
し
て
い

る
。
10
月
15
日
に
開
催

し
た
講
習
会
に
は
30
名

が
参
加
し
た
。

講
習
会
で
は
、
指
導

時
の
持
参
物
や
指
摘
事

項
を
も
と
に
、
保
険
医

に
求
め
ら
れ
る
カ
ル
テ

記
載
や
保
険
ル
ー
ル
を

解
説
し
た
。
特
に
、
カ

ル
テ
記
載
に
つ
い
て

は
、「
症
状
、
所
見
、

指
導
内
容
の
記
載
が
不

十
分
」
と
い
う
指
摘
が

多
い
こ
と
か
ら
、
講
師
団
よ
り

繰
り
返
し
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
が

行
わ
れ
、
参
加
者
が
熱
心
に
メ

モ
を
取
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
開
業
前
に

聞
い
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
」

「
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

橋本健一理事 川本弘理事

新
規
開
業
医
講
習
会
は
、
新

規
指
導
対
策
だ
け
で
な
く
、
保

険
医
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き

保
険
診
療
の
ル
ー
ル
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
場
で
あ

る
。
来
年
は
診
療
報
酬
改
定
が

実
施
さ
れ
る
た
め
、
１
月
の
受

講
を
逃
す
と
次
回
は
５
月
以
降

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
１
月
に

受
講
す
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事前アンケート回答を深掘り
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A　こちらは悪質な手口であり、サイト運営
会社は有料掲載となることを狙って営業をか
けています。契約書が存在しているので対応
には注意が必要です。放置すると、最悪の場
合、訴訟に発展することもあります。
　「無料」と明記されていたため契約したの
であり、請求に応じるのは納得がいかないと
思います。しかし、契約が成立してしまって
いるため、すべてを無料にすることは難しい
ようです。契約書や申込書を確認し、弁護士
などの専門家に相談するのも一つの方法です。
　なお、この記事をお読みになっている先生
で、無料で求人募集を掲載されている場合は、
まずは申込書や契約書を確認してください。
また、実績などが不明瞭な会社では、求職者
からの応募は期待できません。早めに解約す
ることをおすすめします。解約手続きの際に
は、内容証明郵便で送る、電話をする際は録
音をするなど、証拠を残すことも大切です。

◆成果報酬型求人のトラブル

Q　同時にA社および B社の２社を利用
してスタッフの求人を行っていた。A社
から応募してきた「C氏」を採用したと
ころ、B社より「C氏を採用したと聞い
た。成果報酬の請求書を送る」と連絡が
あった。確認したところ、C氏は A社

経営・税務相談Q＆A  No.410

求人会社との契約内容に
ご注意を！

～トラブルが多発しています～
　経営管理部では、会員の皆さんからの経営
に関する相談や税務、法律、医療安全などに
関する相談に電話でお答えしています。何か
お困りのことがあれば、まずは協会にご相談
ください（電話：03 － 3205 － 2999）。
　今回は、人材の紹介や採用の支援事業を
行っている求人会社との間で発生したトラブ
ル２例をご紹介します。

◆無料求人広告のトラブル

Q　求人を出していたが、まったく集まら
ない。困っていた時に、求人サイト運営
会社から無料掲載の営業の案内がきた。
藁をもすがる思いで契約してしまった。
後日突然、掲載料金約 50 万円の請求書
が送られてきた。契約書をよく見ると、
小さな文字で、１カ月間の無料期間が終
了すると自動的に有料契約に移行すると
の記載があった。歯科医院と求人会社の
契約は事業者同士の契約となるため、クー
リングオフも適用できず困っている。

経営管理研究会経営管理研究会
「歯科医院の事業承継・継承の実態とポイント」「歯科医院の事業承継・継承の実態とポイント」

　高齢化が進む日本では、歯科医院を存続させていくための事業承継・継承が
大きな問題となっています。そこで、歯科医院の事業承継・継承に関しての実
態やポイントを当会の坪田有史会長がわかりやすく解説します。
　地域医療を守るためにも事業を継承していくことは大切です。今後、歯科医
院の事業承継・継承を検討している先生は、ぜひご参加ください。

日　時　12月７日（木）午後７時～８時30分
講　師　坪田 有史 氏（東京歯科保険医協会会長）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４F（＊2）
定　員　会場参加：25名
対　象　会員およびご家族
参加費　無料
予　約　右のQRからお申し込みください。

予約フォーム

「顎骨壊死検討委員会ポジション「顎骨壊死検討委員会ポジション

ペーパーの改定に関して」（仮）ペーパーの改定に関して」（仮）
　今年７月に「薬剤関連顎骨壊死の病態と管理: 顎骨壊死検討委員会ポジシ
ョンペーパー 2023」が発表されました。今年の医療安全講習会では改定され
たポジションペーパーの解説とともに、日常診療で注意が必要な顎骨壊死
（MRONJ）についての治療や、予防についてのアプローチを医歯薬連携の
実例を示しながら解説を行います。ぜひご参加ください。

日　時　2024年１月21日（日）午後２時30分～５時
講　師　関谷 秀樹 氏（東邦大学医学部医学科口腔外科学研究室 准教授）
　　　　清末 有宏 氏（森山記念病院 循環器センター センター長）
会　場　東京保険医協会 セミナールーム（＊3）・Web配信（＊4）
定　員　会場参加：30名、Web参加：500名
対　象　歯科医師・医師、
　　　　コ・デンタルスタッフ、コ・メディカルスタッフ
参加費　無料
予　約　右のQRからお申し込みください。

医療安全講習会 医療安全講習会 

予約フォーム

　2023年度の新規個別指導は、開業後概ね半年～８カ月以内の医療機関が選
定されています。指導対策は通知が届く前に、早い段階で準備を進めること
が大切です。講習会では指導で指摘されやすい事項を含め、保険診療の基本
的なルールやカルテ記載、請求方法、自費と保険の考え方を丁寧に解説しま
す。過去の参加者からは「開業前に参加しておくべきだった」との声も寄せ
られる内容です。新規個別指導対策のためだけではなく、これから開業を検
討している先生や、もう一度、保険診療について勉強したい先生、勤務医の
先生にもぜひご参加いただきたい講習会です。

日　時　2024年１月14日（日）午前10時～午後５時
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４F（＊2）
定　員　50名
対　象　歯科医師
参加費　会　　員：13,000円
　　　　未入会員： 30,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。

新規開業医講習会 新規開業医講習会 

予約フォーム

およびB社に無料の応募登録をしていた
とのこと。B社の契約書には成果報酬の
記述はあるが、C氏の採用については、
B社は直接関与していない。メッセージ
のやり取りもB社では行っておらず、当
院からB社を通じて送信したメッセージ
もC氏は既読になっていない。このよう
な状態だが、契約書通りに成果報酬を支
払う義務があるのか。

A 今回の成果報酬規程は、B社に応募登録
した方を採用した場合には、その経緯に関係
なく、B社と契約した貴医院が、成果報酬を
B社に支払う契約となっています。よって貴
医院では、契約通りB社に報酬を支払う義務
を負うこととなります。
　このように、数社の求人広告に掲載をする
と思わぬトラブルに巻き込まれることもあり
ます。掲載無料・成果報酬型の求人は上手く
利用すれば、コストを
抑えてスタッフを採用
することもできます
が、以上のようなトラ
ブルもあることを把握
しておくことが大切で
す。

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：1１月 1６日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談
 

 

トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

 
法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

 

　「薬剤関連顎骨壊死の病態と管理： 顎骨壊死検討委員会ポジションペーパ
ー」が改訂され、2023年版が発表されました。その内容も踏まえて、歯科治
療時の留意点等についてお話していただく予定です。

日　時　12月21日（木）午後７時～９時
講　師　柴原 孝彦 氏（東京歯科大学千葉歯科医療センター 口腔外科）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊4）
定　員　会場参加：18名、Web参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　会場参加の場合、同伴者１名につき1,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページからもお申し込みいただけます。

予約フォーム

第第 ３３ 回学術研究会回学術研究会
「薬剤関連顎骨壊死と歯科治療」（仮）「薬剤関連顎骨壊死と歯科治療」（仮）
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊１　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－9 TDビル （交通は上記「＊１」と同じ）
＊3　東京保険医協会セミナールーム：東京都新宿区西新宿3ー2ー7 KDX新宿ビル4F
＊4　Web開催・配信はＺoomウェビナーを使用します。
＊5　Web開催・配信はＺoomミーティングを使用します。

2023年度会員地区懇談会2023年度会員地区懇談会
「WEBでは話せない返戻・減点事例の実態！」「WEBでは話せない返戻・減点事例の実態！」
　最近のレセプト審査はＡＩで行われているのをご存じでしょうか？そのため
減点とされている審査事例が増えているようです。今回はＡＩ審査で変わりつ
つある「返戻や減点の現状」をテーマに開催いたします。減点されてしまうと
復点を諦めて泣き寝入りすることも多いので、再審査請求の方法もお伝えして
います。既に開催した地区では「ＡＩ審査のことについて詳しく知らなかった
ので参加してよかった」「再審査請求は諦めていたが、今後は請求してみよう
と思う」との声が寄せられています。お近くの先生はぜひご参加ください。
※事前にアンケートで具体的に聞きたい点や悩みなどを募り、その内容を
もとに懇談します。

◆城南地区懇談会　　　
日　時　11月11日（土） 午後７時～８時30分（予定）
会　場　きゅりあん・５階第３講習室
住　所　品川区東大井５－１８－１（「大井町駅」徒歩２分）
参加費　無料（当日は会員証を受付にご提示ください）
定　員　30名程度
要予約　会員本人の参加となります。

　※会場の都合上、予約が必要です。予約は右のQRから。
　　お問い合わせは、協会組織部まで（℡：03-3205-2999）。 予約フォーム

地域医療研究会地域医療研究会
「最期までかかりつけ歯科医でいるために」「最期までかかりつけ歯科医でいるために」

～地域に溶け込むためのヒント～～地域に溶け込むためのヒント～
　ライフステージに応じた継続的な口腔の管理が重要視されている現在の歯科
医療において、歯科訪問診療に関わることは避けて通れない課題です。
　今回は、杉並区歯科保健医療センターの診療医長である福井智子氏をお招き
し、地域医療の中で歯科医院がどのように関与し、患者に寄り添い、最期まで
かかりつけ歯科医でいるためには、どのようなことが必要なのかを現場目線で
ご講演いただきます。
　講演内容の抄録は協会HPとQRに掲載しています。併せてご覧ください。

日　時　11月20日（月）午後７時～９時
講　師　福井 智子氏
　　　　（杉並区歯科保健医療センター 診療医長）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊4）
定　員　会場参加：18名、Web参加：300名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき1,000円）
予　約　右のQRからお申し込みください。 抄録および予約フォーム

　高齢化により、2025年には5.4人に１人程度が認知症になると予測されてい
ます。歯科でも認知症患者を診る機会が増え、対応に苦慮している方も多いと
考えられます。また、医科でも高齢な患者から歯科インプラントの相談を受け
る場合があるようです。
　そこで、当協会、東京保険医協会および千葉県保険医協会の３協会主催で、
認知症と歯科インプラントをテーマに研究会を開催します。認知症患者を診た
経験のある方やこれからに備えたい方など皆様が参考になる内容です。ぜひご
参加ください。

日　　時　11月19日（日）午後２時～４時30分
医科講師　粟田 主一 氏（東京都健康長寿医療センター研究所 認知症未来社会

創造センター／センター長）
テ  ー  マ 「認知症の診断・治療と共生社会の実現に向けた取り組み」
歯科講師　春日井 昇平 氏
　　　　　（総合南東北病院 顎顔面インプラントセンター／センター長）
テ  ー  マ　「歯を失った場合の治療法：歯科インプラント治療について」
会　　場　東京保険医協会セミナールーム（＊3）・Web配信（＊4）
定　　員　会場参加：30名、Web参加：500名
対　　象　会員とそのスタッフ
参  加  費　無料
予　　約　右のQRからお申し込みください。
※　各講師の講演要旨は予約フォームを参照してください。

医科歯科連携研究会医科歯科連携研究会
「認知症の診断と歯科インプラント治療」「認知症の診断と歯科インプラント治療」

予約フォーム

　第１回学術ベーシック講座でお話しのあった外来での口腔機能低下症の管理
に引き続き、訪問診療における機能も含めた口腔管理について具体的な事例を
交えお話ししたいと思います。長期にわたる経済不況の中、とりわけ歯科医業
には将来に対して不安がよぎっています。孫氏の格言にあるように「敵を知り
己を知れば百戦してあやうからず」。これを基にして私なりの戦略をお話しさ
せていただきます。歯科治療のトレンドは「歯の保存修復から口腔の指導管
理」へ変わってきています。SPTや訪問口腔リハでの口腔管理に取り組んで
みたいと思っている先生方にぜひ参加していただきたい講習会です。

日　時　11月25日（土）午後７時～９時
講　師　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊5）
　　　※意見交換を行うため、Web参加の方はビデオをONに
　　　　してご参加ください。
定　員　会場参加：18名、Web参加：20名
対　象　会員
参加費　4,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページからもお申し込みいただけます。

第第 ２２ 回学術ベーシック講座 回学術ベーシック講座 
「「外来から訪問診療に渡る患者管理のベーシック」外来から訪問診療に渡る患者管理のベーシック」
～長期に渡るSPT管理から訪問口腔リハ管理まで～～長期に渡るSPT管理から訪問口腔リハ管理まで～

予約フォーム

予約フォーム

　新宿区保健所や新宿区の「患者の声相談窓口」には、歯科診療所を受診し
た患者からの相談や苦情が頻繁に寄せられます。そこで、今回は新宿区に寄
せられた苦情事例を紹介するとともに、保健所が診療所に医療監視を行う場
合に対応いただきたい事項や、医療法で求められる医療安全管理体制の重要
性について説明いたします。
　本事例を参考に、どういう対応が苦情に繋がるのか、患者からの苦情を減
らすにはどのような対策が必要か、改めてご検討いただければ幸いです。

日　時　11月28日（火）午後７時～９時
講　師　細野 真実 氏（新宿区保健所衛生課医薬衛生係）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊4）
定　員　会場参加：18名、Web参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　会場参加の場合、同伴者１名につき1,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページからもお申し込みいただけます。

医事相談研究会医事相談研究会 
「「““患者の声”から考える歯科の医療安全管理」患者の声”から考える歯科の医療安全管理」

　シャープニング・SRP実習の講習会です。 現在満席のため、キャンセル
待ちご希望の方のみお申込みください。

日　時　11月30日（木)  午後６時30分～９時
講　師　新田 浩 氏（東京医科歯科大学大学院
　　　　　　　　　医歯学総合研究科 総合診療歯科学分野教授）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊１）
対　象　会員の歯科医院勤務の歯科衛生士
参加費　10,000円( １名／各回)
予　約　右のQRからお申し込みください。

ドクター・スタッフ講習会　ドクター・スタッフ講習会　
「ＳＲＰ(超音波スケーラー)実習」「ＳＲＰ(超音波スケーラー)実習」

予約フォーム

キャンセル待ち
のみ受け付け中！

　歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準に対応した「院
内感染防止対策講習会」をWEBにて開催いたします。
　Web参加希望の場合はデンタルブックに登録の上、マイページ
からご予約ください。決済方法は予約後、メールにてご案内いた
します。なお、今講習会はZoomウェビナーでの視聴後に確認テ
ストを行い、合格した方のみに修了証をメールにてお送りする予
定です。

日　時　第８回　11月29日（水）午後１時～２時
　　　　第９回　12月20日（水）午後１時～２時
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長）
会　場　Web開催（＊4）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　1,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。

第８回・第９回 院内感染防止対策講習会第８回・第９回 院内感染防止対策講習会

第８回 予約フォーム

第 9回 予約フォーム
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i n t e r v i e w歯科技工は 「患者さんの人生を担う」 師 ・村岡博氏の教え歯科技工は 「患者さんの人生を担う」 師 ・村岡博氏の教え

歯科技工の 「後世に道を」都技会長の展望歯科技工の 「後世に道を」都技会長の展望

―
歯
科
技
工
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

私
の
学
生
時
代
は
、
手
に
職
を
付
け
た

い
と
い
う
風
潮
が
あ
り
、
自
分
も
進
路
と

し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
美
術
系
の
分
野
を
考

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
門
戸
が
狭
く

厳
し
い
と
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
知
り
合

い
の
歯
科
医
師
か
ら
歯
科
技
工
士
と
い
う

職
業
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
手
に
職

が
付
き
、
い
い
仕
事
だ
と
言
わ
れ
、
歯
科

技
工
士
を
目
指
し
ま
し
た
。
最
初
に
勤
務

し
た
診
療
所
で
、
歯
科
医
療
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
た
村
岡
先
生
と
出
会
い
、
歯

科
医
療
の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
歯
科
医
師
と
歯
科
技
工
士
は
チ
ー
ム

に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
志
を

持
っ
た
先
生
の
影
響
で
、
だ
ん
だ
ん
と
仕

事
が
面
白
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
歯
科
技
工
は
技
工

物
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
る

部
分
も
多
く
あ
り
、
魅
力
を
感
じ
、
自
分

に
合
っ
て
い
る
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
頃
は
、
技
工
物
を
作
る
よ
り

も
そ
の
準
備
を
す
る
仕
事
が
メ
イ
ン
で
し

た
が
、
少
し
ず
つ
患
者
さ
ん
の
技
工
物
を

作
ら
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々

に
充
実
し
て
い
き
ま
し
た
ね
。

　2017年に東京都歯科技工士会会長、2022年に日本歯科技工学会会長に就任した石川功
和氏。高校生時代はデザイナーを志したものの、歯科医療の現在と将来を真剣に考え、実践
していたことが現在でも語り継がれている故・村岡博氏と出会い、歯科技工の道を歩むこ
ととなる。村岡氏のもと、歯科医療の素晴らしさを学んだという石川氏は現在、歯科技工業
界が直面する歯科技工士の減少や高齢化などをはじめとする課題解決に正面から取り組
み、「後世に道を示したい」と意気込む。今回は、当会の早坂美都副会長が歯科技工業界の展
望を中心に話を聞いた。

石川 功和石川 功和

東京都歯科技工士会 会長東京都歯科技工士会 会長

▲東京都歯科技工士会の事務所には
▼講習会などをWEB配信するための設備が整う

か
つ
て
の〝
ブ
ラ
ッ
ク
さ
〟払
拭
へ

歯
科
医
師
と
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
不
可
欠

石川 功和（いしかわ・よしかず）
1952年11月11日生まれ、74年3月に日本大学歯学部附属歯科技工専門学校を
卒業。74年4月から村岡歯科勤務、93年9月に退職。翌10月、ＩＡＣを開業し現
在に至る。17年6月に東京都歯科技工士会会長・日本歯科審美学会副理事長およ
び22年6月に日本歯科技工学会会長・日本歯科技工士会常務理事に就任した。

―
東
京
都
歯
科
技
工
士
会
の
会
長
、
さ
ら

に
日
本
歯
科
技
工
学
会
の
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
が
、
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

「
技
工
士
会
」
は
歯
科
技
工
の
質
の
確

保
や
向
上
に
関
す
る
事
業
の
推
進
な
ど
が

メ
イ
ン
で
す
が
、「
技
工
学
会
」
は
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
で
、
歯
科
医
療
の
向
上
に
寄
与

―
人
手
不
足
や
高
齢
化
な
ど
、
業
界
を
取
り

巻
く
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

歯
科
技
工
の
分
野
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
め
ば
人
手
不
足
を
カ
バ
ー
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
高
齢
化
に
つ
い
て
も
、

我
々
の
世
代
は
一
人
前
に
な
る
ま
で
に
は

５
～
10
年
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
デ
ジ
タ
ル
化
、
機
械
化
な
ど

で
早
く
独
り
立
ち
で
き
る
環
境
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
働
き
方
自
体
も
昔
と
は
違

っ
て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
ね
。

―
早
々
に
独
立
で
き
る
環
境
に
あ
る
の
で
す
ね
。

現
状
で
は
、
開
業
し
て
い
る
人
の
７
～

８
割
ほ
ど
が
１
人
で
技
工
所
を
営
む
、
い

わ
ゆ
る
〝
一
人
ラ
ボ
〟
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
は
開
業
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て

は
比
較
的
容
易
に
開
業
で
き
ま
し
た

が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
に
つ
れ
、
機
器

の
導
入
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
を
考

え
る
と
、
一
人
ラ
ボ
の
経
営
は
難
し
い
部

分
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
程
度
の
規
模
が
な

け
れ
ば
最
新
の
機
器
を
揃
え
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
昔
は
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま

で
作
業
し
つ
つ
、
合
間
に
配
達
に
行
く
と

い
う
生
活
で
、
週
に
１
、
２
回
し
か
家
に

帰
れ
な
い
こ
と
も
当
た
り
前
の
よ
う
で
し

た
が
、
世
の
中
の
働
き
方
が
変
わ
る
中

で
、
歯
科
技
工
業
界
だ
け
が
変
わ
ら
な
い

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
大
手
ラ

ボ
も
働
き
手
を
集
め
る
べ
く
、
ま
ず
は
福

利
厚
生
を
整
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

―
か
つ
て
は
ブ
ラ
ッ
ク
な
業
種
と
い
う
イ

し
、
歯
科
技
工
の
発
展
を
図
る
組
織
で

す
。
私
は
日
本
歯
科
技
工
士
会
（
以
下
、

日
技
）
の
常
務
理
事
も
務
め
て
い
ま
す

が
、
日
技
が
行
政
や
社
会
に
働
き
か
け
る

の
に
対
し
て
、
東
京
都
歯
科
技
工
士
会
を

は
じ
め
と
し
た
〝
地
域
会
〟
の
役
割
は
、

地
域
の
歯
科
技
工
士
の
声
を
日
技
へ
届
け

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

メ
ー
ジ
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

過
去
に
は
、
在
籍
３
年
以
内
の
離
職
率

が
７
～
８
割
と
言
わ
れ
た
時
期
が
あ

り
、〝
ブ
ラ
ッ
ク
業
種
〟の
イ
メ
ー
ジ
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
は
そ
こ
ま
で

で
は
な
い
で
す
。
企
業
も
就
労
環
境
を
整

え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
化

と
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
働
き
や
す
い

環
境
を
実
現
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま

す
。
特
に
、
大
手
の
ラ
ボ
で
は
昔
の
よ
う

な
〝
ブ
ラ
ッ
ク
さ
〟
は
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

―
歯
科
技
工
所
の
経
営
に
あ
た
る
課
題
は
。

中
堅
～
大
手
の
ラ
ボ
は
仕
入
れ
額
や
、

必
要
な
従
業
員
の
数
を
当
然
考
え
ま
す

が
、
一
人
ラ
ボ
は
自
分
の
人
件
費
だ
け
を

考
え
、
足
り
な
け
れ
ば
働
け
ば
良
い
と
、

そ
れ
で
蓋
を
開
け
て
み
た
ら
「
こ
れ
だ
け

し
か
利
益
が
な
い
の
か
」
と
い
う
状
態
に

陥
る
の
で
す
。
高
校
を
卒
業
し
て
技
工
学

校
に
入
学
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
、
授
業

で
は
経
営
に
関
す
る
科
目
は
な
い
た

め
、
開
業
の
前
に
経
営
の
勉
強
を
す
る
人

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
経
営
的
な
知
識
を

技
工
士
会
が
提
供
し
て
い
く
こ
と
も
今
後

の
課
題
で
す
。
ま
た
、
一
人
ラ
ボ
は
ど
う

し
て
も
周
囲
の
環
境
に
依
存
し
て
し
ま
う

傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
歯
科
技
工
士
自
身

は
少
な
か
ら
ず
能
動
的
に
知
識
を
習
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
歯
科
技
工
士
は
自

分
の
子
息
が
技
工
所
を
継
ぐ
こ
と
が
少
な

い
で
す
が
、
我
々
が
踏
ん
張
っ
て
業
界
を

良
く
し
、
こ
の
道
を
後
世
に
示
す
努
力
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
歯
科
医
師
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
石

川
会
長
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
。

歯
科
技
工
士
は
歯
科
医
師
の
先
生
か
ら

仕
事
を
受
注
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
先
生

に
何
と
か
し
て
も
ら
う
と
い
う
意
識
で
は

な
く
、
対
等
な
位
地
に
立
つ
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
で
値
上
げ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
、
十
分
な
説

明
と
何
か
付
加
価
値
を
付
け
て
理
解
を
求

め
て
値
上
げ
を
す
る
こ
と
は
何
ら
問
題
で

は
な
く
、
当
然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
歯
科
技
工
士
か
ら
は
「
仕
事
が
な
く

な
る
の
で
は
」
と
い
う
不
安
の
声
を
聞
き

ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
は
取
引
と
し
て
し

っ
か
り
と
交
渉
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

今
ま
で
は
周
り
と
足
並
み
を
揃
え
て
い
た

部
分
が
あ
り
ま
し
た
が
、
定
価
の
根
拠
を

示
し
、
先
生
た
ち
と
対
等
に
話
を
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

―
歯
科
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
ね
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
は
改

善
、
向
上
さ
せ
て
い
く
べ
き
事
項
の
1
つ

で
す
。
例
え
ば
、
良
い
歌
手
、
作
詞
作
曲

家
、
さ
ら
に
曲
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
人
が
い

て
、
初
め
て
良
い
曲
が
で
き
ま
す
。
歯
科

医
師
が
印
象
を
採
っ
て
、
患
者
さ
ん
に
技

工
物
を
入
れ
る
時
、
我
々
が
付
加
価
値
を

付
け
て
、
先
生
に
「
こ
う
し
た
ら
も
っ
と

良
く
な
り
ま
す
」
と
提
案
し
て
、
患
者
さ

ん
か
ら
良
い
反
応
を
得
ら
れ
れ
ば
、
我
々

の
仕
事
の
価
値
が
上
が
り
ま
す
。
そ
う
し

た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
、
先
生
方
が
提
供
す

る
医
療
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
当
院
で
は
歯
科
技
工
士
さ
ん
が
納
品
に

来
た
時
に
患
者
さ
ん
が
い
る
場
合
は
、

「
こ
ち
ら
の
方
が
作
っ
て
く
れ
た
技
工
物

で
す
」と
紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
時
に
し
っ
か
り
挨
拶
が
で
き
、
先

生
や
患
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
技
工
物
を
緩
衝
材
に
包

み
納
品
す
る
な
ど
、
単
純
に
技
工
物
を
作

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
気
配
り
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
村
岡
先
生

は
、「
自
分
は
何
を
す
る
立
場
な
の
か
」

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
て
ほ
し
い

と
、
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。

―
歯
科
技
工
業
界
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に

展
望
し
て
い
ま
す
か
。

一
時
期
、
歯
科
技
工
士
を
養
成
す
る
専

門
学
校
等
は
、
全
国
に
70
校
ほ
ど
あ
っ
た

も
の
の
、
今
は
47
校
で
す
。
年
間
の
入
学

者
数
は
、
か
つ
て
は
２
千
人
ほ
ど
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
780
人
程
度
に
ま
で
減
っ
て

い
ま
す
。
歯
科
技
工
士
の
こ
と
を
知
っ
て

い
る
高
校
生
は
４
割
ほ
ど
で
、
進
路
の
選

択
肢
に
入
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で

す
。
歯
科
技
工
士
会
と
し
て
職
業
の
認
知

度
を
上
げ
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
た
だ
単
に
、「
素
晴
ら
し
い
職
業

で
あ
る
」「
歯
科
技
工
を
な
く
し
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
歯
科
技
工
士
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ロ
マ
ン
だ
け
で
は

や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
歯
科
技
工
士
に
な

れ
ば
「
こ
ん
な
ビ
ジ
ョ
ン
、
将
来
が
あ

る
」
と
い
う
具
体
的
な
こ
と
を
示
さ
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。

―
歯
科
に
関
す
る
思
い
出
を
。

歯
科
技
工
士
と
し
て
の
人
生
を
振
り
返

る
と
、
や
は
り
村
岡
先
生
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
で
す
。
患
者
に
対
し
て
何
が
ベ
ス

ト
な
の
か
常
に
考
え
て
い
る
先
生
で
し

た
。
先
生
か
ら
は
歯
科
医
師
の
一
方
的
な

考
え
で
は
な
く
、
技
工
サ
イ
ド
か
ら
の
意

見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
対
等
に

接
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
そ
う
し
た
経

験
は
大
き
な
も
の
で
し
た
。
そ
れ
と
も
う

１
つ
は
、「
歯
が
な
い
と
物
を
食
べ
れ
な

い
ん
だ
よ
」
と
、
歯
の
重
要
性
を
説
い
て

く
れ
ま
し
た
。
医
療
に
お
け
る
理
念
や
哲

学
を
一
か
ら
教
え
て
く
れ
た
の
が
村
岡
先

生
で
す
。
歯
科
技
工
は
単
に
物
つ
く
り
で

は
な
く
歯
科
学
で
あ
り
、
さ
ら
に
人
の
人

生
や
生
活
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

思
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
座
右
の
銘
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
、
茶
道
を
習
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

座
右
の
銘
は
「
日
日
是
好
日
」
で
す
。
1

日
を
大
事
に
し
、
い
い
日
も
悪
い
日
も
あ

り
今
こ
の
時
が
大
切
な
の
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
お
茶
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



（ 7） 第６４４号 ２０２３年（令和５年）11月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

11月号7面署名企画について
イメージ図

やっぱりキミが必要だやっぱりキミが必要だやっぱりキミが必要だやっぱりキミが必要だやっぱりキミが必要だやっぱりキミが必要だやっぱりキミが必要だ

「現行の健康保険証を残してください」「現行の健康保険証を残してください」

　　　　　　　　にご協力をお願いします　　　　　　　　にご協力をお願いします

　マイナンバーをめぐるトラブルが相次ぐ中、協会は健康保険証の存続を求め、請願署名に取り組み、多く　マイナンバーをめぐるトラブルが相次ぐ中、協会は健康保険証の存続を求め、請願署名に取り組み、多く
の先生、スタッフ・患者さんにご協力いただいています。トラブルの多くは現行の健康保険証さえあれば解の先生、スタッフ・患者さんにご協力いただいています。トラブルの多くは現行の健康保険証さえあれば解
決できるものばかりです。署名用紙、署名用紙付ポケットティッシュなどを無料でお送りしますので、右上の決できるものばかりです。署名用紙、署名用紙付ポケットティッシュなどを無料でお送りしますので、右上の
QRから、もしくはお電話（03-3205-2999）でお申し込みください。QRから、もしくはお電話（03-3205-2999）でお申し込みください。

お申し込みフォーム



通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
１３８１３８１３８１３８

機
関
紙
10
月
号
に
つ
い
て
、

通
信
員
50
名
の
便
り
の
中
か

ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

◆
最
近
気
に
な
る
こ
と
を
。

・
歯
科
業
界
を
含
め
、
世
の
中

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

・
世
界
中
が
怪
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
。

・
Ａ
Ｉ
、
戦
争
な
ど
。

・
戦
争
。

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル

そ
の
他
の
戦
争
、
殺
し
合

い
、
兵
器
開
発
。

・
中
東
情
勢
が
緊
迫
し
て
い

る
。
円
安
ド
ル
高
で
１
ド
ル

160
円
、
原
油
高
で
１
バ
レ
ル

120
ド
ル
と
い
う
水
準
に
な
っ

た
ら
か
な
り
の
イ
ン
フ
レ
と

な
り
、
賃
上
げ
は
追
い
つ
か

な
い
。
生
活
困
窮
者
は
ま
す

ま
す
増
え
る
だ
ろ
う
し
、
歯

科
受
診
を
控
え
る
人
も
出
て

く
る
だ
ろ
う
。

・
日
本
の
国
力
の
低
下
。

・
今
後
の
医
院
経
営
に
つ
い

て
。

・
新
患
の
減
少
。
や
は
り
医
科

に
比
べ
て
診
療
所
数
が
桁
違

い
に
多
い
た
め
で
し
ょ
う

か
。

・
患
者
さ
ん
の
受
診
抑
制
。

・
国
民
皆
歯
科
健
診
導
入
で
、

現
在
、
行
政
か
ら
委
託
さ
れ

健
診
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
以
外
で
も
健
診
可
能
に
な

る
の
か
。

・
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
始
ま
っ
た
が
、
ど
の
よ
う

に
影
響
し
て
く
る
の
か
。

・
パ
ー
ト
の
就
業
規
則
な
ど
。

Ｉ
Ｔ
助
成
金
に
つ
い
て
も
。

・
時
代
の
過
渡
期
か
な
と
思
い

ま
す
。
あ
る
小
児
の
患
者
さ

ん
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

成
り
立
ち
と
い
う
本
を
持
参

さ
れ
、
待
合
室
で
読
ん
で
い

ま
す
。
診
察
室
に
入
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
興
味
を

持
ち
、
聞
い
て
き
ま
す
。
こ

の
子
の
将
来
が
楽
し
み
で

す
。

・
日
本
人
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

活
躍
が
素
晴
ら
し
い
。
若
い

世
代
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も

文
化
の
発
展
に
も
頑
張
っ
て

貢
献
し
、
こ
の
暗
い
日
本
を

盛
り
上
げ
、
引
っ
張
っ
て
行

っ
て
ほ
し
い
。

・
77
歳
の
小
生
は
引
退
ま
で
あ

と
２
〜
３
年
で
し
ょ
う
。
い

い
時
代
は
遠
く
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
歯
科
医
師
と
し
て

の
プ
ラ
イ
ド
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
永
く

診
て
い
る
患
者
さ
ん
を
ど
う

す
べ
き
か
。

・
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ

た
。
老
人
性
難
聴
か
。

・
来
年
90
歳
に
な
る
母
親
の
体

調
。

・
気
温
の
上
昇
。
大
丈
夫
か
、

地
球
。

―家計調査からみた歯科受診の地域差―家計調査からみた歯科受診の地域差
   歯科医療を経済から見てみる／第３回

尾﨑 哲則  （おざき・てつのり）
　　日本歯科医療管理学会 理事長
　　日本大学 客員教授

プロフィール 1983年日本大学歯

学部卒業。 1987年同大学大学院歯学
研究科修了。 1998年日本大学歯学部
助教授。 2002年日本大学歯学部医療
人間科学分野教授、 日本大学歯学部附
属歯科衛生専門学校校長、 日本歯科医
療管理学会常任理事。 2008年日本歯
科医療管理学会副会長、 2019年日本
歯科医療管理学会理事長。 ほかに、 日
本公衆衛生学会理事、 日本産業衛生学
会生涯教育委員会委員長、 社会歯科学
会副理事長などを歴任。

「
歯
科
医
療
を
経
済
か
ら
見

て
み
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

連
載
は
、
今
回
で
３
回
目
と
な

り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
経
済
資

料
や
経
済
学
的
観
点
か
ら
、
歯

科
医
療
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

今
回
も
、「
家
計
調
査
」
か
ら

で
す
が
、
居
住
地
域
別
の
歯
科

受
診
の
特
性
を
見
て
み
ま
し

た
。
家
計
調
査
は
、
家
計
か
ら

支
払
わ
れ
た
金
額
で
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
２
０
２
２
年
の
居

住
地
域
別
の
１
年
間
の
１
世
帯

当
た
り
の
歯
科
診
療
代
・
医
科

診
療
代
の
全
世
帯
平
均
支
出
金

額
お
よ
び
受
診
回
数
を
居
住
地

域
の
人
口
規
模
別
に
示
し
ま
し

た
（
下
記
表
参
照
）。

な
お
、「
大
都
市
」
は
、
政

令
指
定
都
市
お
よ
び
東
京
都
区

部
、「
中
都
市
」
は
大
都
市
を

除
く
人
口
15
万
以
上
の
市

で
、「
小
都
市
Ａ]

は
人
口
５
万

以
上
の
市
（
大
都
市
、
中
都
市

を
除
く
）
で
、「
小
都
市
Ｂ
・

町
村]

は
人
口
５
万
未
満
の
市

お
よ
び
町
村
で
す
。

全
国
の
デ
ー
タ
を
見
ま
す

と
、
医
科
へ
の
受
診
回
数
は
一

世
帯
当
た
り
、
21
回
で
あ
る
の

に
対
し
、
歯
科
は
５
・
５
回
で

し
た
。
ま
た
、
受
診
１
回
あ
た

り
の
平
均
支
出
額
は
医
科
で
約

２
千
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
歯

科
は
約
４
千
円
で
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
歯
科
医
療
機
関

で
の
窓
口
支
払
い
額
か
ら
見
る

と
、「
歯
科
は
高
い
」
と
い
う

患
者
さ
ん
の
思
い
に
共
感
で
き

る
と
思
い
ま
し
た
。
な
お
、
こ

の
支
出
額
に
は
、
保
険
外

も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
居
住
地
域
別
の

デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
最
初

に
支
出
額
を
み
ま
す
と
、

大
都
市
で
は
２
万
４
千
700

円
、
そ
し
て
小
都
市
Ｂ
・

町
村
１
万
８
千
700
円
で
あ

り
、
人
口
規
模
が
小
さ
く

な
る
に
し
た
が
っ
て
減
少

し
て
い
く
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
こ
れ
は
医
科
の
支

出
額
も
同
様
で
し
た
。

次
い
で
受
診
回
数
を
見

る
と
、
大
都
市
・
中
都
市
お

よ
び
小
都
市
で
は
約
５
・

６
回
で
あ
り
、
あ
ま
り
差

が
な
い
こ
と
が
み
え
ま
す

が
、
小
都
市
Ｂ
・
町
村
は

４
・
９
回
で
あ
り
、
こ
の

間
に
差
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
医
科
で
は

人
口
規
模
が
小
さ
く
な
る

の
に
伴
い
、
若
干
低
下
す

る
も
の
の
、
あ
ま
り
差
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
デ
ー
タ
か
ら
、
小
都
市

Ｂ
・
町
村
以
外
で
は
、
あ

る
程
度
、
一
般
的
な
歯
科

医
療
が
充
足
さ
れ
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
１
受
診
回
数

当
た
り
の
支
出
額
を
み
る

と
、
大
都
市
の
み
が
４
千

400
円
と
高
く
、
他
は
３
千

800
円
代
で
ほ
と
ん
ど
差
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大

都
市
部
で
の
支
出
額
が
高

い
の
は
、
保
険
外
診
療
な

　「歯科訪問診療をはじめようと思っているが、 具体的
なイメージがつかめない」 「歯科訪問診療をしている先
生はどのように行っているのだろう？」 ―。
　先生方は、 訪問診療でお悩みではないですか？地
域医療部担当役員や部員、 会員の先生らが印象に
残った訪問診療の経験や患者との診療のエピソードを
コラムにして紹介します。 他の先生がどのように訪問診
療をしているのか。 実際の訪問診療のイメージをつか
み日 の々診療に活かしていただければ幸いです。
　今回は、 地域医療部担当の馬場安彦副会長のエピ
ソードです。若手の先生に伝えたいこととは―。

第３回
地域医療部担当副会長 馬場 安彦

～先生の一歩につなぐ～～先生の一歩につなぐ～

私の歯科訪問診療私の歯科訪問診療

今
年
の
春
、
私
の
診
療
所
に

新
し
い
先
生
（
卒
後
４
年
目
）

が
入
職
し
ま
し
た
。
一
緒
に
診

療
し
て
い
る
中
で
い
ろ
い
ろ
気

付
く
こ
と
も
多
く
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
す
。

卒
業
し
て
大
学
で
の
研
修
を

終
え
、
よ
う
や
く
歯
科
医
師
と

し
て
社
会
に
出
た
と
こ
ろ
で
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
た

め
、
臨
床
経
験
が
あ
ま
り
な
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
若
い
た
め
、
年
配
の
患

者
か
ら
の
信
頼
も
得
ら
れ
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
て
、
特
に
総

義
歯
は
経
験
が
な
く
自
信
が
な

い
よ
う
で
し
た
。

あ
る
時
、
仮
床
試
適
時
に
上

顎
が
吸
着
せ
ず
に
落
ち
て
し
ま

う
と
の
こ
と
で
、
私
に
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。
技
工
模
型
を
み

て
み
る
と
床
後
縁
が
口
蓋
小
窩

に
達
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
後
縁
の
延
長
と
前
歯
部
の

小
帯
を
干
渉
し
な
い
よ
う
に
基

礎
床
を
削
合
す
る
こ
と
を
指
示

す
る
と
、
そ
の
後
、
無
事
吸
着

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ

と
で
聞
い
て
み
る
と
大
学
病
院

で
も
総
義
歯
は
見
た
こ
と
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

確
か
に
８
０
２
０
運
動
の
お

か
げ
で
外
来
で
の
総
義
歯
の
患

者
は
激
減
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
訪
問
す
る
施
設
や
居
宅
で

は
総
義
歯
の
患
者
は
多
い
で
す
。

歯
科
訪
問
診
療
は
大
学
で
苦

労
し
て
習
得
し
た
技
術
を
活
か

せ
る
場
所
で
す
。
人
工
臓
器
と

し
て
機
能
し
て
い
る
義
歯
は
、

そ
の
患
者
さ
ん
の
健
康
寿
命
を

延
ば
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
ま

す
。
何
よ
り
歯
科
医
師
と
し
て

の
矜
持
が
得
ら
れ
、
患
者
や
そ

の
家
族
か
ら
心
か
ら
の
「
あ
り

が
と
う
」
を
伝
え
ら
れ
た
時
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
日
本
国
民
の
高
齢

化
は
進
み
ま
す
。
今
は
通
院
で

き
る
健
常
者
も
、
い
ず
れ
は
在

宅
や
施
設
で
の
診
療
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
訪
問
診
療

の
需
要
が
増
え
て
い
く
傾
向
に

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ま
だ

に
歯
科
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い

る
歯
科
医
院
は
20
％
台
で
す
。

今
の
う
ち
に
外
来
診
療
の
空

き
時
間
や
昼
休
み
の
時
間
を
使

っ
て
、
少
し
ず
つ
訪
問
診
療
に

慣
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

表　居住地域別の歯科診療代・医科診療代および受診回数並びに１回当たりの診療代（支出額・１回当たりの額は「円」）
全国 大都市 中都市 小都市A 小都市B・町村

受診
回数 支出額 １回当たり

の額
受診
回数 支出額 １回当たり

の額
受診
回数 支出額 １回当たり

の額
受診
回数 支出額 １回当たり

の額
受診
回数 支出額 １回当たり

の額
歯科
診療代 5.5 22,000 4,022 5.6 24,730 4,416 5.7 22,025 3,898 5.5 20,884 3,811 4.9 18,722 3,852 
医科
診療代 21.0 43,727 2,079 21.9 47,365 2,166 21.9 44,494 2,036 20.0 41,571 2,080 19.5 38,953 1,999 
「大都市」：政令指定都市および東京都区部。 「中都市」：大都市を除く人口15万以上の市。
「小都市A]：人口５万以上の市（大都市、中都市を除く）。「小都市B・町村]：人口５万未満の市および町村。　　　　　※筆者が総務省統計局「家計調査」より作表

No9 公共・広域法人営業部 _ 東京歯科保険医新聞 _220404

大樹生命保険株式会社
公共・広域法人営業部 

〒100-8123 東京都千代田区大手町 2-1-1  
TEL:03-6831-8840 

https://www.taiju-life.co.jp/

ど
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
他
の
因
子
も
考
え
て
い
く

必
要
は
あ
り
ま
し
ょ
う
。

以
上
か
ら
、
歯
科
へ
の
家
計

か
ら
の
支
出
額
は
、
受
診
回
数

と
1
受
診
回
数
当
た
り
の
支
出

額
の
関
係
か
ら
、
居
住
地
別
の

家
計
か
ら
の
歯
科
支
出
額
の
差

が
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
あ
る
程
度
軽
減

さ
れ
た
と
考
え
て
、
22
年
度
の

デ
ー
タ
を
用
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
特
徴
を
ご
存

じ
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

会
員
優
待
の
ご
案
内

　東京歯科保
険医協会では
会員の先生向
けに「サンリオ
ピューロラン
ド」など、各種優
待サービスをご
案内しておりま
す。ご希望の方
は、下記QRよ
りお申し込みく
ださい。　　　

デデンンタタルルブブッッククはは、、東東京京歯歯科科保保険険医医協協会会のの
会会員員がが無無料料でで利利用用ででききるるオオンンラライインン書書籍籍
ササーービビススでですす。。既既にに、、7700％％以以上上のの会会員員がが
登録済みです！

登録はQRを読み
取ってください。

デンタルブックなら…
・歯科の最新情報が届きます。
・診療報酬改定情報が届きます。
・症例ごとに保険請求の解説が読めます。
・講習会などの動画が見られます。

（ 8）第６４４号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）11月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com



患者: 73歳・男性

主訴:入れ歯が壊れた。最近食べ物を飲み込みにくい。

所見:上顎義歯は正中部より破折、下顎義歯は顎堤吸収のため不適合、

口腔機能低下症の疑い。

傷病名: 義歯ハセツ 義歯フテキ→ ＭＴ 口腔機能低下症

施設基準: 歯初診 明細 咀嚼能力

快韓快 快韓快
廓紀廓

月日 部位 療法・処置 点数

10/3 初診 264

入れ歯が壊れた。また最近食べ物を飲み込みづらいとのこと。 ／

上下の義歯の新製。口腔機能低下の評価を行う。 ／

快韓快 有床義歯修理（総義歯） 375

歯リハ１（１）（困難） 124

正中部より義歯破折、即時重合レジンを用いて修理。 ／

咀嚼能力検査 グルコセンサー分析装置 注注①① 140

グルコース溶出量57ｍｇ／ｄＬのため咀嚼機能低下を認める。 ／

舌苔の付着程度は55％で口腔衛生状態不良。 ／

舌圧検査 ＪＭＳ舌圧測定器 140

舌圧 18ｋＰａのため低舌圧を認める。 ／

残存歯数は20歯未満のため咬合力低下。 ／

10/6 再診 明細 56+1

前回実施できなかった口腔機能低下症の検査を行う。 ／

舌口唇運動機能低下：いずれも2.5～４回／秒 ／

嚥下機能低下：聖隷式嚥下質問用紙 Ａに４項目該当。 ／

唾液湿潤度：ムーカス（スコア26.5） ／

口腔機能低下の評価項目、７項目中７項目該当。口腔機能低下症と ／

診断。継続的な指導・管理を行う。 注注②② ／

歯管（内容 口腔機能低下症の指導記録 略） 文 80+10

口機能 注注③③ 100

快韓快
廓紀廓 補診（新製）（内容略） 注注④④ 90×2

快韓快
廓紀廓 印象採得（連ｉｍｐ）（寒天+アルジネート） 230×2

10/12 再診 明細 56+1

快韓快
廓紀廓 咬合採得（総義歯）（咬合床使用） 283×2

10/19 再診 明細 56+1

快韓快
廓紀廓 仮床試適（総義歯） 190×2

排列状態の確認、状態良好。 ／

10/26 再診 明細 56+1

快韓快
廓紀廓 レジン床有床義歯（総義歯） 2424×2

人工歯･硬質レジン歯前歯（両側） 58×2

人工歯･硬質レジン歯臼歯（両側） 73×2

義管（困難）（指導内容略） 230

11/1 再診 56+1

快韓快
廓紀廓 歯リハ１（１） 124

快廻胸廻快部粘膜面調整 ／

歯管（内容 口腔機能低下症の指導記録 略） 文 100+10

口機能 100

有床義歯咀嚼機能検査１ロ 注注⑤⑤ 140

グルコース溶出量63ｍｇ／ｄＬ 改善傾向を認める。 ／

口腔機能低下症の診断の流れと
有床義歯の製作について

有床義歯に係る治療のみを行う患者は、歯管の継続的な管理が必要な疾患か
ら除かれるため歯管は算定できない。しかし、50歳以上の患者で口腔機能低下
症の７つの下位症状のうち、３項目以上に該当すれば口腔機能低下症と認め、
歯管の管理ができ、算定することができる。口腔機能低下症の診断の流れと義
歯の製作について解説する。

《《解解説説》》

注注①① 検査内容および施設基準は有床義歯咀嚼機能検査１ロと同じ。

有有床床義義歯歯咀咀嚼嚼機機能能検検査査１１ロロ（（咀咀嚼嚼能能力力検検査査ののみみ））咀咀嚼嚼能能力力検検査査のの施施設設基基準準

・歯科補綴治療に係る専門の知識および３年以上の経験を有する歯科医師

が１人以上配置されている。

・保険医療機関内に咀嚼能率測定用のグミコース分析装置を備えている。

注注②② ７つの下位症状のうち、３項目以上に該当する場合に口腔機能低下

症と診断する。７つの下位症状について検査は原則すべて行う。７つの検

査は別日でも構わない。咀嚼能力検査および咬合圧検査を算定するために

は、施設基準の届出が必要。

＜＜口口腔腔機機能能低低下下のの評評価価項項目目＞＞

注注③③ 50歳以上の口腔機能低下症の患者で（50歳未満の場合は脳卒中や

パーキンソン病などの全身疾患を有する者）、口腔機能低下症の診断時に

咬合圧検査・舌圧検査・咀嚼能力検査のいずれかを含み、下位症状を確認

し、継続的な指導および管理をした場合、口腔機能管理料（口機能）が算

定できる。また歯管と同日でなくても算定できる。

算定にあたっては、患者または家族などの同意を得て口腔機能の評価お

よび一連の口腔機能の管理計画を策定し、管理計画に係る情報を文書によ

り提供し、提供した文書の写しをカルテに添付する。

咬合圧検査・舌圧検査・咀嚼能力検査のいずれも行わない場合でも７つ

の下位症状のうち３項目以上に該当する場合は歯管の対象となるが、この

場合は口機能の算定はできない。

※各検査の方法や管理は、右のＱＲ「口腔機能低下症に関する

基本的な考え方（日本歯科医学会）」を参考にする。

＜＜咀咀嚼嚼機機能能、、口口腔腔機機能能管管理理にに係係るる主主なな検検査査＞＞

注注④④ 補診の算定にあたっては、病名、症状、治療内容、製作予定部位、

欠損補綴物の名称、欠損補綴物に使用する材料、設計、治療期間などを概

要図や写真等を用いて効果的に患者に説明する。カルテには、①製作を予

定する部位 ②欠損部の状態 ③欠損補綴物の名称 ④欠損補綴物の設計な

どの要点を記載する。

注注⑤⑤ 下位症状の診断として咀嚼能力検査を行った場合、咀嚼能力検査の

実施から３月以内は有床義歯咀嚼機能検査の装着前検査の実施とみなすこ

とができ、義歯装着後、有床義歯咀嚼機能検査を算定できる。

※※ 実実際際にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい ※※

下下位位症症状状 検検査査項項目目 該該当当基基準準

１１ 口腔衛生状態不良 舌苔の付着程度 50％以上

２２ 口腔乾燥
口腔粘膜湿潤度 27未満

唾液量 ２g／２分以下

３３ 咬合力低下

咬咬合合圧圧検検査査

ﾌﾟﾚｽｹｰﾙ：200N未満
ﾌﾟﾚｽｹｰﾙⅡ

ﾌｨﾙﾀあり 350N未満
ﾌｨﾙﾀなし 500N未満

残存歯数
残根と動揺度３の歯を

除き、20本未満

４４ 舌口唇運動機能低下 ｵｰﾗﾙﾃﾞｨｱﾄﾞｺｷﾈｼｽ
Ｐａ／Ｔａ／Ｋａいずれか

１つでも６回/秒未満

５５ 低舌圧 舌舌圧圧検検査査 30kPa未満

６６ 咀嚼機能低下
咀咀嚼嚼能能力力検検査査 100ｍｇ／ｄＬ未満

咀嚼能率ｽｺｱ法 スコア０、１、２

７７ 嚥下機能低下

嚥下ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査
（ＥＡＴ－10）

３点以上

自記式質問票
（聖隷式嚥下質問用紙）

１項目以上Ａに該当

算算定定項項目目 点点数数 算算定定単単位位・・数数 適適応応症症

有床義歯咀嚼機能検査１

装着前１回、
装着６月以内

月１回

・ＦＤまたは９歯以上のＰＤを
装着する場合
・有床義歯を装着し左右第２大
臼歯を含む臼歯４歯以上欠損
（智歯を含まない）

イ：下顎運動測定と併用 560

ロ：咀嚼能力測定のみ 140

有床義歯咀嚼機能検査２

イ：下顎運動測定と併用 550 ・舌接触補助床を装着
・広範囲顎骨支持型装置埋入手
術の対象
・口蓋補綴、顎補綴を装着

ロ：咬合圧測定のみ 130

舌圧検査 140
月２回

３月に１回 ・口腔機能低下またはその疑い
・歯管、口機能、歯在管、特疾
管、訪問口腔リハを算定し、口
腔機能低下症で管理中

咀嚼能力検査 140 ６月に１回

咬合圧検査 130 ６月に１回

快韓快
廓紀廓
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おくむら ・ まさる　オクネット代
表、歯科ジャーナリスト。明治
大学政治経済学部卒業、東京歯
科技工専門学校卒業。日本歯科
新聞社記者・雑誌編集長を歴
任、退社。さらに医学情報社創
刊雑誌の編集長歴任。その後、
独立しオクネットを設立。「歯科
ニュース」「永田町ニュース」を
ネット配信。明治大学校友会代
議員(兼墨田区地域支部長)、明
大マスコミクラブ会員。

奥村 勝
Okumura Masaru

協
会
活
動
日
誌
　
２
０
２
３
年
10
月

  3  火  第 7 回広報・ホームページ部会
  4  水  第 7 回経営管理部会
  6  金  第 7 回総務会議、第 8 回50周年
　　　 企画運営委員会
  8  日  第38回保団連医療研究フォー
　　　 ラム（～ 9 日）
10  火  第 7 回共済部会
11  水  第 5 回医事相談部会
12  木  第13回理事会、第１回女性歯科
　　　医師対策準備委員会
14  土  会員地区懇談会（城東）
15  日  新規開業医講習会
16  月  第 6 回地域医療部会
17  火  第 6 回社保･学術部会
18  水  第 2 回学術研究会

19  木  会員無料相談、国会内集会、
　　　休保審査会（医科）
20  金  第 6 回政策委員会
21  土  第 1 回学術ベーシック講座
24  火  第 6 回財政部会
25  水  第 7 回組織部会、第 7 回院内感
　　　 染防止対策講習会、東京反核
　　　 医師の会
26  木  ドクター・スタッフ講習会（手
　　　 用スケーラー編）、秋の歯科決
　　　 起集会
27  金  第14回理事会
28  土  会員地区懇談会（多摩）
29  日  第２回施設基準のための講習会
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近年の健保法改正研究会の動向に注目近年の健保法改正研究会の動向に注目
N A R R A T I V E 　 V o l . 1 4 歯科界への私的回想録 歯科界への私的回想録 

「日弁連意見書」の趣旨反映を期待
◆
健
康
保
険
法
改
正
研
究
会
の

　
活
動
に
注
目
集
ま
る

　
健
康
保
険
法
改
正
研
究
会
（ 

共
同
代
表
・
弁
護
士
：
井
上
清

成
氏
、
石
川
善
一
氏
）
が
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
保

険
医
に
対
す
る
指
導
・
監
査
、

患
者
調
査
な
ど
を
巡
り
、
健
保

法
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い

る
こ
と
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い

る
。

◆
第
11
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

　
指
導
・
監
査
・
患
者
調
査

　
健
保
法
は
制
定
さ
れ
て
約
100

年
が
経
過
す
る
が
、
医
療
界
で

必
ず
議
論
に
な
る
指
導
・
監
査

に
つ
い
て
、
日
本
弁
護
士
連
合

会
が
課
題
視
さ
れ
た
項
目
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
２
０
１
４
年

８
月
22
日
付
け
で
「
健
康
保
険

法
等
に
基
づ
く
指
導
・
監
査
制

度
の
改
善
に
関
す
る
意
見

書
」
と
し
て
発
表
し
、
そ
の
理

解
を
求
め
て
い
た
。
そ
の
後
の

改
正
を
含
め
、
興
味
深
い
指
摘

と
新
た
な
課
題
を
整
理
し
て
問

題
提
起
を
し
て
い
る
。

　
去
る
９
月
３
日
に
健
保
法
改

正
研
究
会
が
開
催
し
た
第
11
回

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
そ
の
意

見
書
を
参
考
と
し
つ
つ
、「
指

導
・
監
査
に
お
け
る
患
者
調

査
」
な
ど
新
た
な
資
料
を
も
と

に
７
項
目
を
示
し
、
担
当
弁
護

士
が
そ
れ
ぞ
れ
解
説
し
た
。
具

体
的
に
は
、
①
選
定
理
由
の
開

示
、
②
指
導
対
象
と
す
る
診
療

録
の
事
前
指
定
、
③
弁
護
士
の

指
導
へ
の
立
会
権
、
④
録
音
の

権
利
性
、
⑤
患
者
調
査
に
対
す

る
配
慮
、
⑥
中
断
手
続
き
の
適

正
な
運
用
に
つ
い
て
、⑦
指
導
・

監
査
の
機
関
の
分
理
及
び
苦
情

申
立
手
続
き
の
確
立
―
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
現
実
的
な
視
点

か
ら
⑤
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ

れ
た
。

◆
国
民
の
適
切
な
医
療
を

　
受
け
る
権
利
擁
護

　
意
見
書
は
、「
保
険
医
へ
の

信
用
棄
損
を
最
小
限
と
す
る
よ

う
に
配
慮
し
、
事
実
を
的
確
に

把
握
で
き
る
調
査
手
続
き
を
と

り
、
調
査
結
果
を
保
険
医
等
に

提
示
す
る
べ
き
」
と
明
記
し
て

い
る
。

　
こ
の
患
者
調
査
の
意
味
合
い

の
重
さ
を
共
同
代
表
の
井
上
弁

護
士
か
ら
、
自
身
の
経
験
事
例

を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
な
説

明
が
あ
っ
た
。

  「
患
者
調
査
は
い
つ
、
ど
の
よ

　
う
な
話
、
方
法
な
ど
は
知
ら

　
な
い
も
の
、
と
い
う
よ
り
知

　
ら
せ
な
い
で
実
施
。
既
に
、

　
患
者
自
身
も
『
何
を
話
し
て

　
い
い
の
か
』『
ど
こ
ま
で
話

　
し
て
い
い
の
か
』
な
ど
、
素

　
朴
な
感
想
を
持
ち
ま
す
が
、

　
厚
生
局
と
し
て
は
指
導
・
監

　
査
の
裏
づ
け
に
な
る
事
実
を

　
取
れ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
な
の
で
す
。

  「
患
者
調
査
」
が
あ
る
程
度

　
進
ん
で
、
患
者
か
ら
相
談

　
を
受
け
て
か
ら
で
す
と
、
そ　

　
の
対
応
に
は
苦
労
し
ま　
　

　
す
。
そ
れ
は
事
実
で
す
か

　
ら
…
」。

　
今
回
の
意
見
書
の
基
本
的
視

点
は
、「
根
底
に
は
『
国
民
の

適
切
な
医
療
を
受
け
る
権
利
擁

護
』
が
あ
る
の
で
す
が
、
具
体

的
に
、
診
療
報
酬
明
細
の
平
均

点
数
が
高
い
と
、
内

容
に
問
題
が
な
く
と

も
個
別
指
導
の
対
象

に
繰
り
返
し
選
定
さ

れ
る
こ
と
」
と
指

摘
。
さ
ら
に
、「
個

別
対
象
に
な
る

と
、
不
利
益
処
分
の

お
そ
れ
が
あ
る
一
方

で
、
手
続
保
障
が
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
選
定

に
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
診
療
報
酬
の
点

数
を
抑
え
る
意
識
が
働
き
、
結

果
と
し
て
患
者
・
国
民
が
本
来

受
け
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
受
け

る
べ
き
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
得
る
」
と
し
、
こ

れ
を
問
題
点
に
指
摘
し
た
。
明

解
な
論
理
で
あ
る
。

◆
対
応
認
定
弁
護
士
制
度

　
さ
ら
に
、
興
味
深
い
報
告
が

あ
っ
た
。
研
究
会
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
支
え
る
人
材
と
し

て
、
保
険
医
が
適
正
な
手
続
き

で
指
導
・
監
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
権
利
を
保
障
す
る
た

め
、
指
導
・
監
査
の
制
度
に
精

通
し
、
経
験
を
積
ん
だ
弁
護
士

を
養
成
す
る
の
が
狙
い
の
「
保

険
医
指
導
・
監
査
対
策
協
会
」

を
創
設
し
、
そ
れ
を
担
う
「
対

応
認
定
弁
護
士
制
度
」
を
設
け

て
い
る
が
、
こ
れ
が
29
人
か
ら

32
人
に
増
員
さ
れ
、
そ
の
理
解

が
徐
々
に
広
ま
っ
て
き
て
い
る

と
報
告
し
た
。

　
こ
う
し
た
新
し
い
動
向
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
中
、
指

導
・
監
査
を
巡
る
保
険
行
政
の

環
境
も
変
化
し
て
き
て
い
る

が
、
橋
本
賢
二
郎
弁
護
士
か
ら

は
、「
指
導
・
監
査
の
問
題
は

必
ず
し
も
容
易
で
な
く
、
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
の
は
事
実
」
と
冷

静
な
対
応
を
求
め
る
意
見
も
提

示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
見
な

ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
着
実
に
前

に
進
む
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

た
。

◆
副
代
表
で
自
民
党
衆
議
院

　
の
橋
本
岳
議
員
が
私
論

　
な
お
、
研
究
会
副
代
表
を
務

め
る
自
民
党
の
橋
本
岳
衆
議
院

議
員
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
に

「
か
か
り
つ
け
医
、
分
娩
費
用

の
保
険
適
応
と
改
正
保
険

法
」「
研
究
会
と
し
て
の
取
り

組
み
」
な
ど
の
経
緯
を
説
明
し

な
が
ら
、
財
務
省
の
意
図
や
諸

事
情
な
ど
を
「
個
人
的
意
見
・

推
察
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
も

言
及
し
た
。
例
え
ば
、「
ま
ず

分
娩
費
に
は
地
域
格
差
が
あ
り

ま
す
。
現
在
は
、
出
産
費
用
は

医
療
機
関
が
自
由
に
決
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
政
府
と
し
て

は
、
保
険
適
用
で
経
年
的
に
高

騰
す
る
費
用
負
担
を
抑
え
る
こ

と
に
、
最
大
の
意
図
が
あ
り
ま

す
」
と
し
、
最
後
は
、「
財
務

省
な
り
の
理
屈
が
あ
る
が
、
基

本
は
予
算
削
減
で
、
財
政
の
バ

ラ
ン
ス
を
強
調
す
る
が
、
ま
ず

は
財
政
緊
縮
で
す
」
と
ま
と

め
、
問
題
意
識
を
示
唆
し
て
い

た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
指
導
・

監
査
を
巡
る
保
険
行
政
の
環
境

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
慌
て

ず
確
実
に
進
め
て
行
く
時
期
に

来
て
い
る
よ
う
だ
。

　
今
後
も
健
保
法
改
正
研
究
会

の
動
向
に
注
目
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

講師として所見を述べる井上清成氏講師として所見を述べる井上清成氏

◆
第
12
回
臨
時
理
事
会
◆

　

９
月
29
日
㈮
、午
後
８
時

00
分
～
９
時
54
分
。副
会
長

５
名
、理
事
15
名
、監
事
２
名
、

事
務
局
５
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　

厚
生
労
働

省
（
以
下
、厚
労
省
）が
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
に
関
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

受
け
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

積
極
的
に
提
出
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
。そ
の
他
、サ
イ
バ

ー
対
策
、年
収
の
壁
、東
京
都

の
子
ど
も
支
援
対
策
、イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
な
ど
の
報
告
を

確
認
。

【
運
動
課
題
】　

①
要
請
署

名
・
請
願
署
名
の
集
約
状

況
、②
東
京
都
議
会
・
区
議

会
へ
の
意
見
書
採
択
の
取
り

組
み
・
陳
情
状
況
、③
国
会

内
集
会
・
国
会
行
動
予
定
を

確
認
。

【
政
策
課
題
】　
中
医
協
「
歯

科
医
療
（
そ
の
１
）」で
提
案

さ
れ
た
、①
か
か
り
つ
け
歯

科
医
機
能
の
評
価
、②
医
科

歯
科
連
携
、③
歯
科
口
腔
疾

患
の
重
症
化
予
防
な
ど
に
つ

い
て
議
論
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
①

「
補
助
金
の
申
請
期
限
延
長

を
求
め
る
要
請
書
」を
厚
労

省
に
送
付
し
た
こ
と
の
報
告

を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
等
】　「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を

求
め
る
10
・
26
秋
の
歯
科
決

起
集
会
」へ
の
積
極
的
な
参

加
を
案
内
。

◆
第
13
回
理
事
会
◆

　

10
月
12
日
㈭
、午
後
７
時

00
分
～
９
時
45
分
。会
長
、副

会
長
５
名
、理
事
16
名
、監
事

２
名
、事
務
局
13
名
の
出

席
。

【
情
勢
報
告
】　
厚
労
省
に

よ
る
「
マ
イ
ナ
保
険
証
を
一

度
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
、薬
剤
の
自
己

負
担
見
直
し
の
議
論
、子
ど

も
通
院
費
の
高
校
生
ま
で
の

支
援
が
区
市
町
村
全
体
の
69

％
に
達
し
た
こ
と
、医
療
広

告
規
制
な
ど
の
報
告
を
確

認
。医
療
広
告
規
制
に
つ
い

て
は
「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
事

例
解
説
書
（
第
３
版
）」が
10

月
６
日
に
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
、あ
た

か
も
効
果
が
あ
る
か
の
よ
う

に
見
せ
る
た
め
加
工
・
修
正

し
た
術
前
術
後
の
写
真
等
は

虚
偽
広
告
、「
か
か
り
つ
け
歯

科
機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所
」

な
ど
に
つ
い
て
、厚
労
省
が

認
定
し
た
か
の
よ
う
に
誤
認

さ
せ
る
表
現
は
誇
大
広
告
、

な
ど
が
新
規
掲
載
さ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。ま
た
、オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
に
関

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
129
本
提
出
し
た
こ
と
の
報

告
を
確
認
。パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
結
果
が
公
表
さ
れ

次
第
、２
０
０
９
年
時
の
集

約
数
と
比
較
す
る
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
２
０

２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

施
行
が
６
月
に
後
ろ
倒
し
に

な
る
こ
と
に
伴
い
、新
点
数

説
明
会
の
日
程
と
会
場
に
つ

い
て
検
討
。

【
保
団
連
会
議
等
】　
第
11

回
保
団
連
歯
科
理
事
会
議
、

第
21
回
保
団
連
理
事
会
の
報

告
、「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
を
求
め
る
10
・
26
秋
の

歯
科
決
起
集
会
」へ
の
参
加

を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
11
月

１
日
号
（
第
644
号
）の
企
画

を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
10
月
１

日
付
会
員
数
６
千
23
名
（
入

会
15
名
、退
会
14
名
）。
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今
回
は
、「
歯
科
医
院
の
効

果
的
な
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
活
用

と
労
働
基
準
法
の
遵
守
」
の
２

回
目
で
す
。

ま
ず
第
１
に
、
歯
科
医
院
で

ど
の
よ
う
に
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ

を
運
用
す
べ
き
か
を
考
え
ま

す
。
そ
し
て
第
２
に
、
チ
ャ
ッ

ト
ア
プ
リ
の
運
用
上
の
注
意
点

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
の
運
用
方

法
】

労
働
基
準
法
や
就
業
規
則
、

労
働
契
約
な
ど
（
以
下
、
労
基

法
等
）
を
遵
守
し
な
が
ら
チ
ャ

ッ
ト
ア
プ
リ
を
効
果
的
に
活
用

す
る
た
め
に
は
、
以
下
の
ポ
イ

ン
ト
に
留
意
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
明
確
か
つ
シ
ン
プ
ル
に
：

チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
を
利
用
し
て

の
連
絡
事
項
は
、
明
確
か
つ
シ

ン
プ
ル
に
し
、
で
き
る
だ
け
具

体
的
な
表
現
に
し
ま
す
。
チ
ャ

ッ
ト
で
の
や
り
取
り
は
、
早
く

歯科医院歯科医院のの効果的効果的なな

チャットアプリチャットアプリ活用活用とと

労働基準法労働基準法のの遵守遵守 その  その ２２

終
わ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

▼
就
業
時
間
内
の
活
用
：
業

務
連
絡
は
原
則
と
し
て
就
業
時

間
内
に
行
い
、
就
業
時
間
外
の

連
絡
は
避
け
ま
す
。
就
業
時
間

外
に
使
用
す
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
使
用

規
則
を
定
め
て
お
き
ま
す
。

▼
緊
急
時
の
了
解
取
得
：
就

業
時
間
外
の
緊
急
連
絡
用
に
チ

ャ
ッ
ト
を
活
用
す
る
場
合
に
つ

い
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
規
則
を

定
め
て
お
き
ま
す
。

▼
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の

尊
重
：
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
の

使
用
に
関
す
る
規
則
を
作
成
す

る
際
に
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
ま

す
。
規
則
を
定
め
れ
ば
良
い
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
ス
タ
ッ

フ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を

尊
重
す
る
よ
う
に
配
慮
し
ま

す
。

▼
定
期
的
な
評
価
と
改
善
：

チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
の
使
用
に
関

す
る
規
則
は
定
期
的
に
再
評
価

し
、
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
を
取
り

入
れ
つ
つ
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
の
運
用
上

の
注
意
点
】　　
　
　
　
　

▼
労
働
時
間
の
記
録
：
操
作

開
始
時
刻
と
終
了
時
刻
を
記
録

し
ま
す
。
就
業
時
間
外
の
操
作

で
あ
れ
ば
時
間
外
労
働
に
な
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
提
供
：
新
入
社
員
や

ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
、
チ
ャ
ッ

ト
ア
プ
リ
の
適
切
な
使
用
方
法

と
ル
ー
ル
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
提
供

し
ま
す
。
操
作
方
法
が
分
か
ら

な
い
た
め
に
業
務
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。　
　

▼
透
明
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
：
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
透
明
か
つ
開

か
れ
た
形
で
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
労
働
時
間
や
業
務
連
絡

に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
を
共
有

し
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
意
見
や

質
問
を
歓
迎
し
ま
す
。　
　
　

▼
柔
軟
な
対
応
：
ス
タ
ッ
フ

の
個
々
の
状
況
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
柔
軟
な
対

応
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。　
　

▼
継
続
的
な
改
善
：
チ
ャ
ッ

ト
ア
プ
リ
の
運
用
方
法
は
変
化

す
る
状
況
に
合
わ
せ
て
適
宜
見

直
し
、
改
善
し
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
か
ら
の
意
見
や
要
望
に
つ
い

て
は
適
切
に
対
応
し
、
必
要
に

応
じ
て
労
働
環
境
の
向
上
に
活

用
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
ま
と
め
／
労
働
法
制
遵
守
の

　

理
解
を
】

以
上
を
総
括
す
る
と
、
歯
科

医
院
の
経
営
者
と
し
て
は
、
チ

ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
を
効
果
的
に
活

用
す
る
前
提
条
件
と
し
て
、
労

働
法
制
の
遵
守
が
必
要
で
す
。

軽
い
気
持
ち
で
導
入
を
し
て
し

ま
う
と
、
就
業
規
則
な
ど
に
抵

触
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
の

で
注
意
し
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ

ッ
ト
ア
プ
リ
で
の
会
話
が
原
因

で
、
人
間
関
係
に
傷
が
つ
い
て

し
ま
う
場
合
も
あ
り
、
こ
の
点

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
の
導
入
・

活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
便
利
な

反
面
、
注
意
す
べ
き
点
も
多
い

こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト製

作、運用、コンサル

ティングを行い歯科

関連サイトの運用は

常時120件を数え

る。

  教えて！  教えて！

会長!! Vol.会長!! Vol.7676

　
日
弁
連
が
最
近
の
人
権
と

医
療
、
医
療
の
ア
ク
セ
ス
権

に
関
す
る
「
決
議
」
を
発
表

し
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
経

緯
、
主
な
内
容
に
つ
い
て
。

政
府
は
本
年
７
月
25
日
に
、

「
令
和
６
年
度
予
算
の
概
算
要

求
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
方

針
に
つ
い
て
」（
以
下
、「
概
算
要

求
基
準
」）を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。そ
こ
に
は
、社
会
保
障
費
の

伸
び
を
抑
制
す
る
方
針
を
明
記

し
て
い
ま
す
。そ
の
方
針
を
背

景
と
し
て
本
年
10
月
６
日
、日

本
弁
護
士
連
合
会
（
日
弁
連
／

小
林
元
治
会
長
）が
「
人
権
と

し
て
の
『
医
療
の
ア
ク
セ
ス
』

が
保
障
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を

目
指
す
決
議
」を
発
表
し
ま
し

た
。以
下
に
、そ
の
抜
粋
を
ご
紹

介
し
ま
す
。な
お
、ネ
ッ
ト
上
に

は
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
一
読
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆

「
決
議
」
抜
粋

「
国
民
健
康
保
険
の
滞
納
者

は
約
195
万
世
帯
、
全
利
用
世
帯

中
の
約
11
％
に
お
よ
ぶ
。
民
間

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
保
険
料
滞

納
や
窓
口
負
担
が
払
え
な
い
な

ど
の
経
済
的
理
由
か
ら
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
の

ち
を
落
と
す
人
が
後
を
絶
た
な

い
。（
略
）
国
や
地
方
自
治
体

に
は
、
人
権
と
し
て
の
医
療
へ

の
ア
ク
セ
ス
権
を
実
効
的
に
補

償
す
る
た
め
、
医
療
保
険
制

度
、
医
療
提
供
体
制
、
公
衆
衛

生
体
制
な
ど
を
整
備
、
拡
充
す

る
責
務
が
あ
る
。（
略
）
当
連

合
会
は
、
国
及
び
地
方
自
治
体

に
対
し
、
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス

権
を
保
障
す
る
た
め
、
医
療
費 日

弁
連
の
10
・
６
「
決
議
」

抑
制
あ
り
き
の
政
策
を
転
換
し

て
、
次
の
諸
施
策
を
実
施
す
る

こ
と
を
求
め
る
。　
　
　
　
　

１
　
誰
も
が
必
要
な
医
療
を
受

け
ら
れ
る
医
療
保
険
制
度
の

構
築

経
済
的
理
由
等
に
よ
り
医
療

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
阻
害
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、

⑴
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ

ず
に
多
く
の
い
の
ち
が
失
わ
れ

て
い
る
危
機
的
状
況
を
踏
ま

え
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
な

い
対
象
者
の
範
囲
の
拡
大
を
行

う
こ
と

⑵
多
く
の
保
険
料
滞
納
世
帯

が
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
範
囲

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

（
略
）
保
険
料
に
つ
い
て
も
応

能
負
担
を
貫
徹
す
る
施
策
を
速

や
か
に
行
う
こ
と

⑶
保
険
料
滞
納
者
に
も
正
規

の
保
険
証
を
交
付
す
る
と
と
も

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
大
き

な
不
安
を
抱
く
市
民
も
多
い
こ

と
も
踏
ま
え
、
現
行
の
ま
ま
の

健
康
保
険
証
を
選
択
す
る
権
利

を
認
め
る
こ
と　
　
　
　
　
　

２
　
医
療
提
供
体
制
の
充
実
　

３
　
公
衆
衛
生
体
制
の
充
実
　

４
　
地
域
を
支
え
る
存
在
と
し

て
の
医
療
・
公
衆
衛
生
の
重

要
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
　
社
会
構
造
上
の
要
因
と
公

的
取
組

（
略
）
当
連
合
会
は
、
医
療

と
法
的
支
援
の
相
互
の
協
働
に

よ
っ
て
個
人
の
権
利
を
擁
護
す

る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
今

後
は
よ
り
一
層
、
医
療
関
係
者

と
の
連
携
を
広
げ
、（
略
）
医

療
者
を
起
点
と
し
た
前
記
の
社

会
的
要
因
に
対
す
る
取
組
と
の

協
働
を
進
め
つ
つ
、
人
権
と
し

て
の
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保

障
す
る
た
め
、
力
を
尽
く
す
決

意
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
決
議
す
る
。

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）

10
月
６
日

　
　
　
日
本
弁
護
士
連
合
会

　
東
京
歯
科
保
険
協
会
会
長

　
　
　
　
会
長　
坪
田
有
史

  

「
い
の
ち
ま
も
る
10
・
19
総

行
動
」
が
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

で
開
催
さ
れ
、
会
場
に
約
２
千

700
人
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
者
を
含
め

る
と
約
３
千
人
が
参
加
し
た
。

　
集
会
で
は
、
医
療
や
看
護
な

　
集
会
で
は
、
医
療
や
看
護
な

ど
各
団
体

ど
各
団
体
か
ら
発
言
が
あ
り
、

か
ら
発
言
が
あ
り
、

物
価
高
騰
で
経
営
が
苦
し
く
、

物
価
高
騰
で
経
営
が
苦
し
く
、

賃
上
げ
が
で
き
て
い
な
い
現
状

賃
上
げ
が
で
き
て
い
な
い
現
状

を
相
次
い
で
報
告
。
ま
た
、
厚

を
相
次
い
で
報
告
。
ま
た
、
厚

生
労
働
省
が
介
護
職
な
ど
の
賃

生
労
働
省
が
介
護
職
な
ど
の
賃

金
の
引
き
上
げ
を
検
討
し
て
い

金
の
引
き
上
げ
を
検
討
し
て
い

る
点
に
つ
い
て
は
、
全
産
業
の

る
点
に
つ
い
て
は
、
全
産
業
の

平
均
賃
金

平
均
賃
金
の
伸
び
と
比
べ
る
と

の
伸
び
と
比
べ
る
と

診療報酬とスタッフ賃金の引き上げを診療報酬とスタッフ賃金の引き上げを
「いのちまもる 「いのちまもる 1010 ・・ 1919総行動」 に約3,000人参加総行動」 に約3,000人参加

わ
ず
か
な
額
で
あ
り
、

わ
ず
か
な
額
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
引
き
上
げ

さ
ら
な
る
引
き
上
げ

が
必
要
と
の
指
摘
も

が
必
要
と
の
指
摘
も

あ
っ
た
。

あ
っ
た
。

　
会
場
に
は
、
国
会

　
会
場
に
は
、
国
会

議
員
も
駆
け
付
け

議
員
も
駆
け
付
け

た
。
立
憲
民
主
党
の

た
。
立
憲
民
主
党
の

近
藤
昭
一
・
吉
田
統

近
藤
昭
一
・
吉
田
統

彦
・
野
間
た
け
し
各

彦
・
野
間
た
け
し
各

衆
議
院
議
員
は
、
政

衆
議
院
議
員
は
、
政

府
の
医
療
施
策
で
は

府
の
医
療
施
策
で
は

負
担
を
現
場
に
押
し
付
け
て
い

る
と
述
べ
、
健
康
保
険
証
の
廃

止
を
進
め
る
こ
と
は
問
題
で
あ

る
と
語
っ
た
。
ま
た
、
日
本
共

産
党
か
ら
は
田
村
智
子
・
倉
林

明
子
・
吉
良
よ
し
子
各
参
議
院

議
員
が
参
加
し
、「
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
医
療
職
員
の

処
遇
改
善
は
急
務
。
保
険
証
廃

止
の
撤
回
は
超
党
派
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
の
認
識
を

披
露
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
、

松
本
吉
郎
日
本
医
師
会
会
長
お

よ
び
高
橋
英
登
日
本
歯
科
医
師

会
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
。
最
後
に
、
診
療
報
酬
や

賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
、
健

康
保
険
証
廃
止
の
撤
回
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
「
集
会
決
議
」
を

採
択
。
厚
生
労
働
省
側
に
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
あ
げ
た（
上
記
写
真
）。

　
な
お
、
集
会
後
に
は
診
療
報

酬
や
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
を
訴

え
る
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。

（ 1 1） 第６４４号 ２０２３年（令和５年）11月1日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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      『
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
』『
保
険
医
年
金
』
お
申
し
込
み

『
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
』『
保
険
医
年
金
』
お
申
し
込
み

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

共
済
部
長　
川
戸
二
三
江

共
済
部
長　
川
戸
二
三
江

　
今
秋
も
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
伴
い
、
多
く
の
先
生
方
に

　
今
秋
も
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
伴
い
、
多
く
の
先
生
方
に

ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
回
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
、
加
入
日
・

た
。
今
回
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
、
加
入
日
・

振
替
等
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

振
替
等
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
】

【
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
】

加
入
日
、
保
障
開
始
日
・
・
・

加
入
日
、
保
障
開
始
日
・
・
・
1212
月月
１１
日日

初
回
掛
金
振
替
日　
　
・
・
・

初
回
掛
金
振
替
日　
　
・
・
・
1111
月月
2727
日日

加
入
者
証
の
送
付　
　
・
・
・

加
入
者
証
の
送
付　
　
・
・
・
１１
月
下
旬

月
下
旬

【
保
険
医
年
金
】

【
保
険
医
年
金
】

加
入
日　
　
　
　
　
　
・
・
・

加
入
日　
　
　
　
　
　
・
・
・
１１
月月
１１
日日

初
回
掛
金
振
替
日　
　
・
・
・
月
払
の
場
合
は

初
回
掛
金
振
替
日　
　
・
・
・
月
払
の
場
合
は
1212
月月
2525
日日

一
時
払
の
場
合
は

一
時
払
の
場
合
は
1212
月月
1515
日
ま
で
に
振
込
（
一
時
払
振
込
案

日
ま
で
に
振
込
（
一
時
払
振
込
案

内
は
内
は
1111
月
下
旬
郵
送
）

月
下
旬
郵
送
）

加
入
者
証
の
送
付　
　
・
・
・

加
入
者
証
の
送
付　
　
・
・
・
２２
月
下
旬

月
下
旬

【
保
険
医
年
金
積
立
金
の
お
知
ら
せ
】

【
保
険
医
年
金
積
立
金
の
お
知
ら
せ
】

　
毎
年

　
毎
年
1010
月
下
旬
か
ら
、
保
険
医
年
金
の
積
立
金
の
お
知
ら

月
下
旬
か
ら
、
保
険
医
年
金
の
積
立
金
の
お
知
ら

せ
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
も

せ
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
も

印
刷
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
切
り
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

印
刷
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
切
り
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
第
【
第
２２
休
業
保
障
制
度
（
団
体
所
得
補
償
保
険
）】

休
業
保
障
制
度
（
団
体
所
得
補
償
保
険
）】

　
2222
年年
８８
月月
１１
日
〜
日
〜
2323
年年
８８
月月
１１
日
ま
で
の
間
に
お
ケ
ガ

日
ま
で
の
間
に
お
ケ
ガ

や
ご
病
気
が
な
か
っ
た
加
入
者
へ
「
無
事
故
戻
し
保
険
料
」

や
ご
病
気
が
な
か
っ
た
加
入
者
へ
「
無
事
故
戻
し
保
険
料
」

をを
1010
月
末
頃
に
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
加
入

月
末
頃
に
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
加
入

者
証
と
控
除
証
明
書
を
株
式
会
社
ア
サ
カ
ワ
保
険
事
務
所
か

者
証
と
控
除
証
明
書
を
株
式
会
社
ア
サ
カ
ワ
保
険
事
務
所
か

ら
送
付
い
た
し
ま
す
。

ら
送
付
い
た
し
ま
す
。

【
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
】

【
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
】

　
控
除
証
明
書
送
付
の
ご
希
望
を
お
申
し
出
い
た
だ
い
た
先

　
控
除
証
明
書
送
付
の
ご
希
望
を
お
申
し
出
い
た
だ
い
た
先

生
に
は
、

生
に
は
、
1212
月
中
に
、
控
除
証
明
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

月
中
に
、
控
除
証
明
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
一
度
お
申
し
出
の
あ
り
ま
し
た
先
生
は
、
翌
年
以

き
ま
す
。
一
度
お
申
し
出
の
あ
り
ま
し
た
先
生
は
、
翌
年
以

降
も
自
動
的
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

降
も
自
動
的
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
】

【
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
】

　
税
法
上
、
生
命
保
険
契
約
で
は
な
い
た
め
、
生
命
保
険
料

　
税
法
上
、
生
命
保
険
契
約
で
は
な
い
た
め
、
生
命
保
険
料

控
除
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

控
除
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
現
在
、

※
現
在
、
2424
年年
４４
月月
１１
日
加
入
の
申
込
受
付
期
間
で
す
。
加

日
加
入
の
申
込
受
付
期
間
で
す
。
加

　
入
ご
希
望
の
先
生
は
、
お
早
め
に
協
会
共
済
部
ま
で
ご
連

　
入
ご
希
望
の
先
生
は
、
お
早
め
に
協
会
共
済
部
ま
で
ご
連

　
絡
く
だ
さ
い
（
☎

　
絡
く
だ
さ
い
（
☎
０
３
０
３
――
３
２
０
５

３
２
０
５
――
２
９
９
９

２
９
９
９
）。）。



医
事
相
談
部
長
を
拝
命
し
て

か
ら
５
年
ほ
ど
経
ち
ま
す
。
医

事
相
談
部
と
は
、
患
者
ト
ラ
ブ

ル
や
個
別
指
導
な
ど
の
相
談
に

対
応
を
す
る
部
署
で
す
。
す
ぐ

解
決
で
き
る
よ
う
な
案
件
か

ら
、
解
決
の
見
通
し
が
立
た
な

い
重
い
案
件
ま
で
、
日
々
事
務

局
共
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

最
近
目
立
つ
の
が
、
全
身
疾

患
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル
で

す
。
あ
る
ケ
ー
ス
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

患
者
は
Ｂ
Ｐ
製
剤
服
用
中
の

82
歳
女
性
、
患
者
希
望
で
義
歯

製
作
時
に
左
下
４
番
を
保
存
し

ま
し
た
が
、
重
度
の
歯
周
病
で

痛
み
が
あ
り
抜
歯
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
抜
歯
後
に
家
族
か

ら
も
の
凄
い
剣
幕
で
「
歯
を
抜

い
た
ら
骨
が
腐
る
と
聞
い
て
い

る
。
薬
剤
師
か
ら
も
休
薬
が
必

要
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ど
う
し

て
く
れ
る
ん
だ
！
」
と
電
話
が

あ
り
、
困
っ
て
い
ま
す
…
。

先
生
方
、
い
か
が
で
す
か
。

「
そ
り
ゃ
休
薬
し
な
き
ゃ
ダ
メ

だ
よ
…
」「
口
腔
外
科
に
送
れ

ば
よ
か
っ
た
の
に
…
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
声
が
聞
こ
え
て
き

そ
う
で
す
。

薬
剤
性
顎
骨
壊
死
に
つ
い
て

は
、
今
か
ら
11
年
前
の
２
０
１

２
年
に
初
め
て
学
会
の
見
解
を

示
す
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
、「
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
の

あ
る
人
、
３
年
以
上
Ｂ
Ｐ
製
剤

を
服
用
し
て
い
る
人
の
抜
歯
時

は
３
カ
月
以
上
休
薬
し
て
か
ら

抜
歯
を
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
こ
の
「
休
薬
」
の
内
容
が

記
憶
に
新
し
い
先
生
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
、

そ
の
内
容
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
今
年
７
月
の
最
新
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
は
、
今

ま
で
必
要
だ
っ
た
は
ず
の
休
薬

が
「
原
則
休
薬
し
な
い
で
抜
歯

を
提
案
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
ま
さ
に
180
度
の
方
向

転
換
で
す
。

協
会
で
は
12
月
21
日
㈭
に
開

催
す
る
第
３
回
学
術
研
究
会
で

東
京
歯
科
大
学
千
葉
歯
科
医
療

セ
ン
タ
ー
口
腔
外
科
の
柴
原
孝

彦
先
生
を
、
ま
た
来
年
１
月
21

日
㈰
に
東
京
保
険
医
協
会
と

合
同
で
開
催
す
る
医
療
安
全
講

習
会
で
は
、
東
邦
大
学
口
腔
外

科
准
教
授
の
関
谷
秀
樹
先
生
を

お
迎
え
し
て
、
最
新
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
の
解
説
と
と
も

に
、
日
常
診
療
で
注
意
が
必
要

な
顎
骨
壊
死
の
治
療
や
、予
防

に
つ
い
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
解

説
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
最
新
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
の
内
容

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
も
毅
然
と

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

休薬が必要？
〜最近の患者トラブル事例から〜

濱﨑  啓吾
（理事／練馬区）

本紙では、12月号に掲載する「今年の漢字 2023」を募集をしています。先生が漢字一文
字で2023年を表現すると、どうなるか教えてください。
◆締め切り：11月22日（水）
◆応募方法：Googleフォームよりご回答ください。
①右のQRを読み込み、Googleフォームにアクセス
　してください。
②「氏名」「今年の漢字一文字」「その漢字を選んだ理由」を
　ご回答ください。
　お寄せいただいた漢字、理由の一部は12月号紙面で
　ご紹介する予定です。皆さまのご応募をお待ちしております。
　なお、2022年は、通信員の先生からは「耐」が最も多い回答でした。

「今年の漢字  2 0 2 3 」募集中

応募フォーム

耐耐
2022年は「耐」が
最も多い回答でした

　協会では、年末年始の休診案内（ポス
ターと卓上型タイプ）を用意しました。
下のQRからダウンロードの上、ご利用
ください。　
　また、休診ポスターの郵送をご希望の
方は、お電話（☎：03-3205-2999 ／平日
9時30分～ 17時30分）で
ご連絡ください。

年末年始休診ポスターのご案内

患
者
は
Ｂ
Ｐ
製
剤
服
用
中
の

82
歳
女
性
、
患
者
希
望
で
義
歯

製
作
時
に
左
下
４
番
を
保
存
し

ま
し
た
が
、
重
度
の
歯
周
病
で

痛
み
が
あ
り
抜
歯
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
抜
歯
後
に
家
族
か

ら
も
の
凄
い
剣
幕
で
「
歯
を
抜

い
た
ら
骨
が
腐
る
と
聞
い
て
い

る
。
薬
剤
師
か
ら
も
休
薬
が
必

要
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ど
う
し

て
く
れ
る
ん
だ
！
」
と
電
話
が

あ
り
、
困
っ
て
い
ま
す
…
。

並
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
訪

れ
る
人
々
は
、
戦
争
の
真
実
や

そ
の
背
後
に
あ
る
社
会
的
な
要

因
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

貴
重
な
写
真
、映
像
、個
人
の

物
語
、文
書
、武
器
な
ど
多
様
な

展
示
品
が
陳
列
さ
れ
、
訪
れ
る

人
々
は
戦
争
の
現
実
を
目
の
当

た
り
に
し
、
戦
争
が
人
々
の
生

活
に
及
ぼ
す
影
響
を
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
戦
時
中
の
日
常
生
活
の
再

現
展
示
を
通
じ
、
当
時
の
状
況

９
月
８
日
、各
紙
が
明
治
神
宮
外
苑
の
再
開
発
に
よ
る
樹

木
伐
採
計
画
を
報
じ
る
と
、に
わ
か
に
注
目
を
集
め
た
明
治

神
宮
外
苑
。こ
の
敷
地
は
、明
治
期
は
陸
軍
の
軍
事
施
設「
青

山
練
兵
場
」で
、明
治
神
宮
外
苑
と
し
て
完
成
し
た
の
は
１

９
２
６（
大
正
15)

年
。敷
地
内
に
は「
明
治
神
宮
外
苑
競
技

場
」が
あ
り
、１
９
４
３（
昭
和
18
）年
、こ
こ
で
文
部
省
主
催

の「
出
陣
学
徒
壮
行
会
式
典
」が
行
わ
れ
た
。つ
ま
り
、神
宮

外
苑
は「
戦
跡
」で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
戦
跡
や
戦
争
の
惨
禍

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
施
設
が
、東
京
都
内
に
は
複
数
あ

る
。協
会
の
高
山
史
年
理
事
が
３
回
連
載
で
紹
介
す
る
。

戦
争
の
歴
史
を
後
世
に

　
―
東
京
の
地
か
ら
伝
え
る
①

理
事
高
山
史
年

協
会
の
事
務
所
と
同
じ
新
宿

区
、
新
宿
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

33
階
に
は
平
和
祈
念
展
示
資
料

館
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
？
こ
の
施
設
は
総
務
省

委
託
施
設
で
戦
争
と
平
和
に
関

す
る
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
、

訪
れ
る
人
々
に
戦
争
の
犠
牲
者

へ
の
弔
意
と
敬
意
を
示
し
、
平

和
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

展
示
物
や
歴
史
的
な
文
書

は
、
戦
争
の
悲
劇
と
そ
の
影
響

を
伝
え
る
重
要
な
手
段
と
し
て

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
始
ま
る

歯
科
医
院
の
対
応
に
つ
い
て
は

デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
に
て

解
説
動
画
を
配
信
中
！　

や
人
々
の
苦
難
に
つ
い
て
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
戦
争
中
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
訪
れ
る
人
々
は
さ
ら
な
る

洞
察
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
平

和
を
築
く
た
め
の
具
体
的
な
取

り
組
み
や
共
同
の
努
力
の
重
要

性
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

新
宿
駅
か
ら
ほ
ど
近
く
交
通

の
便
が
良
く
、
ア
ク
セ
ス
し
や

す
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
協
会

の
会
員
の
平
和
運
動
の
一
歩
と

し
て
、
戦
争
と
平
和
に
関
す
る

深
い
洞
察
を
得
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
こ
の
資
料
館
を
訪
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
こ
で
得

ら
れ
る
知
識
と
感
動
は
、
私
た

ち
が
よ
り
良
い
未
来
を
築
く
た

め
の
貴
重
な
も
の
と
な
る
で
し

ょ
う
。
資
料
館
か
ら
地
下
鉄
で

す
ぐ
の
「
し
ょ
う
け
い
館
」

「
昭
和
館
」
の
見
学
も
お
勧
め

で
、
次
号
以
降
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

10
月
1
日
よ
り
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
（
以
下
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
）
が
始
ま
っ
た
。
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
を
利
用
す
る
に

は
適
格
事
業
者
登
録
が
必
要
だ

が
、
保
険
診
療
が
中
心
の
場
合

に
は
、
登
録
す
る
こ
と
で
増
税

に
な
る
場
合
が
あ
り
、
注
意
が

必
要
だ
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
に
伴

い
、
協
会
に
は
関
連
す
る
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
適
格

事
業
者
に
は
登
録
し
て
い
な
い

が
、
領
収
書
発
行
は
今
ま
で
通

り
で
問
題
な
い
か
」
な
ど
、
基

本
的
な
内
容
が
中
心
だ
。
こ
の

場
合
、
適
格
事
業
者
へ
の
登
録

が
な
い
た
め
、
領
収
書
の
発
行

は
従
来
通
り
と
な
る
。

デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
で
は
、
協

会
が
８
月
31
日
に
開
催
し
た

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
研
究

会
」
の
録
画
を
会
員
に
無
料
配

信
し
て
い
る
。
歯
科
医
院
の
対

応
に
特
化
し
て
お
り
、
分
か
り

や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
右
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
デ
ン
タ
ル

ブ
ッ
ク
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

（ 1 2）第６４４号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）11月１日 （第三種郵便物認可）
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旅客機の窓から見下ろした富士山

新春号特別企画

9
月
23
、24
日
の
両
日
に
わ

た
り
、第
33
回
反
核
医
師
の
つ

ど
い
が
札
幌
で
開
催
さ
れ
、反

核
平
和
担
当
の
矢
野
正
明
理
事

が
参
加
し
た
。

23
日
は
孫
崎
享
元
外
務
省
国

際
情
報
局
長
の
記
念
講
演
、川

崎
哲
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
代
表
の
教

育
講
演
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、被
爆
者
運
動
の
継

承
に
つ
い
て
北
海
道
被
爆
者
協

会
会
長
や
被
爆
二
世
プ
ラ
ス
の

会
、広
島
か
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
で
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
論

議
を
深
め
た
。

24
日
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
放

射
能
被
曝
と
原
子
力
発
電
の
諸

問
題
」で
宮
尾
正
大
室
蘭
工
業

大
学
名
誉
教
授
、子
ど
も
た
ち

に
核
の
ゴ
ミ
の
な
い
寿す
っ
つ都

を
！

町
民
の
会
共
同
代
表・
三
木
信

香
氏
、核
燃
料
リ
サ
イ
ク
ル
阻

止
１
万
人
訴
訟
原
告
団
運
営
委

員
の
澤
井
正
子
氏
の
３
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。原
発
の

誕
生
か
ら
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、核
の

ゴ
ミ
の
最
終
処
分
場
に
手
を
挙

げ
た
北
海
道
の
寿
都
町
の
三
木

氏
の
地
域
に
根
ざ
し
た
運
動
は

胸
を
打
つ
も
の
が
あ
っ
た
。

　
今
回
は
、後
継
者
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
、若

手
医
師
と
学
生
部
会
と
の
連
携

で
活
動
を
広
げ
て
い
く
方
針
が

確
認
さ
れ
た
。

　
つ
ど
い
に
は
、国
連
の
中
満

泉
事
務
次
長
や
日
本
医
師
会
の

松
本
吉
郎
会
長
な
ど
多
数
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

川崎 哲氏（ピースボート代表）

札幌で第33回反核医師のつどい

 被爆者運動 被爆者運動
継承に向け報告多数継承に向け報告多数

デンタルブック
ログインはこちら

インボイス制度研究会
動画配信中！
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